
l
N
o
り
ゆ
ー

㊥

　　　　　　　　　！一瞥、　　　　　　　　　～〆　　　～＼

轍『鰍
先生の顔。ちょうちょもいっばいいるよ

　　　　　　　ゆ

、
拶

顧襟
姦，

のもとゆかりさん
おひめさまとさんぽしているところ

の
ψ

さとうけんたくん

《、
　　　　　　　’

　　　誌。くノ

　　　　蟻鍵・臨，鷺遜

たかはしともあきくん

歴

「
ー
オ
必

、
、
　
砂

い
か

　
　
　
ヤ
ト
ヒ
ト
ノ

　
　
　
　
　
一
レ
ー
＼
・
噛

　
　
　
、
繊
艶

　
　
　
　
ー
～

おとうさん

▼
3
月
の
で
き
ご
と

2
日
　
水
田
農
業
確
立
対
策
推
進

　
　
協
議
会

6
日
　
3
月
議
会
定
例
会
（
8
日

やまぎしななさん

　　　　　｛鰍タ

鯵塑一学

　　　　　うちゅうじん

1413
日日

26　　　　25　24　23　20　15

卜i　　　　日　 ヒヨ　日　 日　　日6542▼29　28　27日日日日4日　日　日
　　　月
訟　町新の3園松農農里ノノ内任予月式之業業
・　各教定臨　山共委

15147
日日日

28
日

四
月
の
土
曜
閉
庁
　
十
四
日
・
二
十
八
日

○
出
生
．
死
亡
・
婚
姻
の
届
は
出
来
ま
す

ま
で
）

社
会
福
祉
協
議
会
理
事
会

松
之
山
・
浦
田
中
学
校
卒

業
式

部
落
総
代
会
（
セ
ン
タ
ー
）

例
月
出
納
監
査

老
人
ク
ラ
ブ
会
長
会
議

町
内
各
小
学
校
卒
業
式

第
7
回
ス
キ
ー
カ
ー
ニ
バ

ル
（
温
泉
ス
キ
ー
場
）

布
川
・
浦
田
保
育
所
卒
園

式豪
雪
体
験
学
習
（
東
京
の

子
供
た
ち
が
黒
倉
で
）

農
業
委
員
会
総
会

農
業
共
済
嘱
託
員
会
議

松
之
山
・
松
里
保
育
所
卒

園
式

3
月
臨
時
議
会

新
任
教
職
員
辞
令
交
付
式

町
内
各
小
学
校
入
学
式

〃
　
中
学
校
入
学
式

松
里
・
浦
田
保
育
所
入
園

式松
之
山
保
育
所
入
園
式

役
場
土
曜
閉
庁
日

第
4
回
松
之
山
温
泉
タ
ロ

ス
カ
ン
ト
リ
ー
ス
キ
ー
大

会
（
大
厳
寺
高
原
）

役
場
土
曜
閉
庁
日

　
　
　
　
　
編
集
後
型

役
場
の
窓
か
ら
見
え
る
山
々
に
は
、

白
い
所
が
本
当
に
少
な
く
な
っ
て
来

ま
し
た
。
よ
う
や
く
プ
ナ
の
芽
吹
き

も
始
ま
り
ま
し
た
。
残
雪
の
中
で
の

若
葉
の
緑
は
大
変
美
し
く
、
こ
こ
に

住
ん
で
い
て
良
か
っ
た
と
思
わ
せ
る

　
　
　
ひ
と
と
き

数
少
な
い
一
時
で
す
。
し
か
し
、
今

年
も
あ
ま
り
き
れ
い
な
新
緑
は
見
れ

な
い
よ
う
で
す
ね
。

　
．
平
成
二
年
度
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し

た
。
今
年
度
町
で
は
色
々
な
新
し
い

事
業
を
計
画
し
、
予
算
化
し
て
お
り

ま
す
。
少
し
で
も
住
民
が
暮
ら
し
良

く
な
る
よ
う
に
、
町
と
一
緒
に
な
っ

て
考
え
て
み
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
一

年
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
㊨

四
月
一
日
の
人
口

総
人
口
／
三
、
八
七
六
（
▲
五
七
）

　
　
男
／
一
、
八
九
三
（
▲
三
〇
）

　
　
女
／
一
、
九
八
三
（
▲
二
七
）

世
帯
数
／
一
、
一
七
九
（
▲
　
九
）

一
（
）
内
は
三
月
一
日
と
の
比
較

▲
は
減

広
報
ま
つ
の
や
ま
四
月
号

　
平
成
二
年
四
月
十
日
発
行

　
発
行
／
新
潟
県
松
之
山
町

　
　
　
　
費
六
⊥
二
；
二

　
編
集
／
議
会
事
務
局

広報

N

1ggo5月号（Nα171）

懸露騨4
月
7
日

松
之
山
保
育
園
で
入
園
式
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

今
年
度
か
ら
布
川
地
区
の

園
児
た
ち
も
、
松
之
山
保
育

所
で
一
緒
に
過
し
ま
す
。

ち
ょ
っ
不
安
そ
う
な

新
入
園
児
た
ち
。



ー
霧
の
ー

墾
秀
ン
ト
リ
夫
キ
先
会

繕
簸
ぎ
蛾

，
塗
、

残
雪
多
い
大
厳
寺
高
原
で

テニスコート場付近に作られたスタート地点から、二人同時にスタート
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潟
県
ス
キ
ー
連
盟
公
認
の
、

第
四
回
松
之
山
温
泉
ク
ロ
ス
カ
ン

ト
リ
ー
ス
キ
ー
大
会
が
、
四
月
十

五
日
に
大
厳
寺
高
原
特
設
コ
ー
ス

で
行
わ
れ
、
県
内
外
か
ら
三
四
〇

人
の
選
手
が
出
場
し
ま
し
た
。

　
こ
の
日
の
大
厳
寺
高
原
は
、
前

日
ま
で
の
強
い
雨
は
止
ん
だ
も
の

の
底
冷
え
の
す
る
肌
寒
い
天
候
で
、

選
手
・
役
員
の
皆
さ
ん
は
ち
ょ
っ

と
苦
労
さ
れ
た
よ
う
で
す
。
し
か

し
、
大
厳
寺
に
は
ま
だ
一
メ
ー
ト

ル
以
土
の
残
雪
が
あ
り
、
少
雪
で

中
止
と
な
っ
た
昨
年
を
考
え
る
と
、

今
回
開
催
す
る
事
が
で
き
て
本
当

に
良
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　
競
技
の
方
は
、
午
前
十
時
よ
り

小
学
生
女
子
五
年
生
以
下
の
部
が

三
〇
秒
間
隔
で
次
々
と
ス
タ
ー
ト

し
、
牧
場
の
中
に
作
ら
れ
た
コ
ー

ス
に
飛
び
出
し
て
行
き
ま
し
た
。

　
こ
の
大
会
、
県
公
認
大
会
と
し

て
は
残
り
少
な
い
人
会
と
い
う
事

で
、
町
内
選
手
は
も
と
よ
り
津
南
、

妙
高
、
十
目
町
、
遠
く
は
長
野
県

か
ら
も
選
手
が
集
ま
っ
た
ほ
か
、

大
阪
の
近
畿
大
学
か
ら
も
選
手
が

参
加
し
て
、
大
変
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー

に
と
ん
だ
賑
や
か
な
大
会
と
な
り

ま
し
た
。

　
成
績
は
、
町
外
の
選
手
が
上
位

4月15日

を
占
め
る
部
が
多
か
っ
た
の
で
す

が
、
中
学
校
男
子
一
年
の
部
で
高

橋
利
一
君
（
松
之
山
中
）
が
優
勝
す

る
な
ど
、
地
元
の
選
手
も
大
変
な

ガ
ン
ベ
リ
を
見
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

　
ス
キ
ー
シ
ー
ズ
ン
は
そ
ろ
そ
ろ

終
わ
り
で
す
が
、
夏
場
の
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
を
頑
張
っ
て
来
シ
ー
ズ
ン

に
備
え
て
く
だ
さ
い
。
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牧場の中を一生けん命走る選手たち

伊1噛噛
爵

▼
中
学
生
男
子
二
・
三
年
（
十
キ
ロ
）

①
堀
川
秀
和
（
妙
高
高
原
町
J
〉
2
7
・
31
・
2

⑪
村
山
　
亮
（
松
之
山
中
）
　
　
2
9
・
51
・
3

▼
高
校
女
子
（
五
キ
ロ
）

①
竹
田
優
子
（
妙
高
高
原
町
J
〉
M
・
2
8
・
0

②
丸
山
志
穂
（
松
代
高
校
V
　
　
1
4
・
5
6
・
7

▼
高
校
男
子
（
十
キ
ロ
）

①
牧
田
幸
樹
（
松
代
高
）
　
　
　
2
7
・
4
7
・
0

④
飯
塚
一
馬
（
　
〃
　
）
　
　
　
2
9
・
0
3
・
8

⑥
村
山
敦
史
（
十
臼
町
高
〉
　
　
2
9
・
2
8
・
6

⑭
福
原
　
賢
（
安
高
松
之
山
）
　
2
9
・
5
8
・
0

▼
成
年
男
子
（
十
キ
ロ
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
9
　
7

①
牧
田
義
明
（
近
畿
大
学
）

④
高
沢
保
彦
（
綱
引
同
好
会
）

憩

　
髪

盤
、
　
■
も

噺3521
　　　4521

－　0　8

講攣、

、
懇
許

　　　広々とした会場での大会

・
象

燐
．
一’　㌧妙

1

田辺助役より表彰状が手渡される

（小学生女子5年生以下の部の表彰式より

　　　　　　　’

＼ぐ

、
　　穫

次々とゴールインする選手

おつかれさまでした、、

⑧
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今年も盛大に
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“松之山温泉まつり“

5月19日・20日

ふるさと創生アイデア

　　　　　　　．入選作品内容紹介
　　　　　　　　　　　　　　III

　
マ
イ
ラ
イ
フ
リ
ゾ
ー
ト
新
潟
の

指
定
を
受
け
、
夏
冬
通
年
観
光
に

ま
す
ま
す
意
欲
を
見
せ
る
松
之
山

町
の
観
光
事
業
。

　
通
年
観
光
の
先
が
け
と
し
て
毎

年
行
わ
れ
て
お
り
ま
す
．
松
之
山

温
泉
ま
つ
り
”
が
、
今
年
も
五
月

十
九
・
二
十
H
の
二
日
間
盛
大
に

開
催
さ
れ
る
事
に
な
り
ま
し
た
。

管
領
塚
供
養
祭
・
温
泉
太
鼓
・
大

民
謡
流
し
、
大
花
火
大
会
な
ど
な

ど
、
盛
り
沢
山
．
の
行
事
が
予
定
さ

れ
て
い
ま
す
。

ー
蕊
の
i

　
農
作
業
の
骨
休
め
に
、
ご
家
族

で
見
に
来
て
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

　
十
九
日
（
土
）
は
、
午
後
二
時
よ

り
行
事
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。
松

里
保
育
園
児
に
よ
る
管
領
塚
供
養
、

　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ

か
わ
い
い
稚
児
行
列
　
松
里
小
学

校
鼓
笛
隊
、
松
中
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド

演
奏
な
ど
が
、
温
泉
街
を
中
心
に

五
時
過
ぎ
ま
で
行
わ
れ
る
ほ
か
、

夜
七
時
三
十
分
よ
り
民
謡
流
し
、

大
抽
選
会
、
八
時
三
十
分
よ
り
大

花
火
大
会
が
行
わ
れ
ま
す
。

　
二
十
日
に
は
、
大
厳
寺
高
原
で

ジ
ン
ギ
ス
カ
ン
ま
つ
り
が
実
施
さ

れ
ま
す
。
今
回
か
ら
L
催
が
変
わ

り
、
温
泉
組
合
か
ら
森
林
組
合
と

役
場
振
興
課
で
担
当
す
る
事
に
な

り
ま
し
た
。

　
新
緑
の
大
厳
寺
高
原
で
、
新
鮮

な
空
気
を
胸
一
杯
吸
い
な
が
ら
、

ジ
ン
ギ
ス
カ
ン
で
お
腹
も
一
杯
に

し
て
く
だ
さ
い
。

　
温
泉
ま
つ
り
に
関
す
る
詳
し
い

事
は
、
役
場
内
振
興
課
ま
で
お
聞

き
く
だ
さ
い
。
電
話
六
ー
三
二
二

一
番
ま
で
。

　
前
号
に
引
き
続
き
区
分
五
と
六
で
入
選
さ
れ
た

皆
さ
ん
の
内
容
を
紹
介
し
ま
す

▽
区
分
五
　
人
材
育
成
（
特
産
品
開
発
含
む
）

▽
区
分
六
　
そ
の
他

　
▼
区
分
五

◎
特
産
品
開
発
加
工
施
設
の
建
設

・
提
案
者
　
保
坂
諭
祐
さ
ん
（
松

　
　
　
　
　
口
）

　
松
之
山
で
と
れ
る
山
菜
等
を
加

工
し
て
（
漬
物
等
）
珍
味
セ
ッ
ト

と
し
て
販
売
す
る
。

　
こ
れ
を
基
本
と
し
て
、
そ
こ
に

従
事
す
る
人
た
ち
が
通
年
で
働
け

る
よ
う
に
、
季
節
に
あ
っ
た
特
産

品
を
開
発
し
て
行
く
施
設
と
す
る
。

◎
人
脈
づ
く
り
と
職
員
教
育
（
東

　
京
出
張
所
と
企
画
室
併
設
）

・
提
案
者
　
竹
内
茂
俊
さ
ん
（
豊

　
　
　
　
　
田
）

　
東
京
圏
か
ら
の
情
報
収
集
と
人

脈
形
成
の
た
め
併
設
す
る
。

一
、
週
三
H
上
京
し
、
町
出
身
者

　
の
訪
問
と
そ
の
人
の
人
脈
で
紹

　
介
し
て
も
ら
う
事
か
ら
ス
タ
ー

　
ト
。

二
、
事
務
室
兼
宿
泊
所
の
確
保
。

三
、
中
央
省
庁
、
出
身
議
員
の
訪

問
．

四
、
国
・
県
の
地
域
活
性
化
関
連

事
業
の
掌
握
。

五
、
町
内
各
種
団
体
の
連
携
事
業

　
の
企
画
と
推
進
。

◎
漢
方
薬
の
栽
培
・
製
造
・
販
売

・
提
案
者
　
高
橋
忠
則
さ
ん
（
十

　
　
　
　
　
日
町
市
）

　
減
反
し
た
田
や
草
地
と
な
っ
て

い
る
土
地
利
用
を
薬
草
栽
培
に
向

け
、
漢
方
薬
、
蚊
取
線
香
等
の
製

造
販
売
を
す
る
。
技
師
は
引
張
っ

て
来
る
。

　
土
地
改
良
し
た
所
の
農
地
も
荒

れ
て
し
ま
い
借
金
返
済
だ
け
は
残

る
と
い
う
こ
と
の
な
い
よ
う
、
古
同

齢
化
も
見
越
し
た
土
地
利
用
対
策

を
考
え
る
。

　
▼
区
分
　
六

◎
カ
ヤ
葺
き
民
家
（
曲
り
家
）
を

　
最
低
五
戸
位
移
築
保
存

昨年は民謡の鎌田英一先生も来てにぎやかでした。

・
提
案
者
　
柳
　
能
弘
さ
ん
（
松

　
　
　
　
代
町
）

　
ふ
る
里
、
田
舎
で
思
い
出
さ
れ

る
風
景
が
だ
ん
だ
ん
な
く
な
っ
て

来
て
い
る
。
住
ん
で
い
る
人
に
残

す
よ
う
に
言
っ
て
も
無
理
な
い
こ

と
で
あ
り
、
公
共
で
保
存
出
来
な

い
だ
ろ
う
か
。

　
民
俗
資
料
と
し
て
残
し
、
あ
わ

せ
て
観
光
資
源
の
一
つ
に
な
る
も

の
と
思
い
ま
す
。

◎
自
然
休
養
村
管
理
セ
ン
タ
ー
周

　
辺
を
公
園
化
し
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ

　
イ
活
動
の
拠
点
と
す
る
．

・
提
案
者
　
村
山
祐
一
さ
ん
（
観

　
　
　
　
　
音
寺
）

　
町
の
ほ
ぽ
中
央
に
管
理
セ
ン
タ

ー
、
グ
ラ
ン
ド
、
体
育
館
な
ど
ス

ポ
ー
ツ
施
設
が
集
中
し
て
あ
り
、

文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
等
年
間
を
通
じ

て
町
民
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の

拠
点
と
な
っ
て
い
る
。

　
こ
こ
を
も
っ
と
広
く
町
民
に
親

し
ま
れ
る
よ
う
に
、
公
園
化
し
た

ら
ど
う
か
。

◎
観
光
と
農
業
が
一
体
と
な
っ
た

　
生
産
物
地
場
消
費
計
画

・
提
案
者
　
村
山
邦
］
さ
ん
（
橋

平
成
三
年

歌
会
始
の
お
題

　
　
「
森
」
に

決
ま
り
ま
し
た

　
宮
内
庁
主
催
の
新
年
歌
会

始
の
お
題
が
「
森
」
に
決
ま

り
ま
し
た
の
で
、
応
募
し
て

く
だ
さ
い
。

　
詠
進
歌
は
、
自
作
の
歌
で

一
人
一
首
と
な
っ
て
い
ま
す
。

用
紙
は
半
紙
（
和
紙
）
と
し
、

毛
筆
で
自
書
し
た
も
の
で
、

原
則
と
し
て
代
筆
は
認
め
ら

れ
ま
せ
ん
。

　
書
式
は
、
半
紙
を
横
長
に

用
い
、
右
半
分
に
お
題
と
歌
、

左
半
分
に
郵
便
番
号
、
住
所
、

氏
名
（
本
名
、
ふ
り
が
な
つ

き
）
、
生
年
月
日
、
及
び
職

業
を
書
い
て
く
だ
さ
い
。

　
九
月
十
目
ま
で
に
次
の
住

所
に
送
っ
て
く
だ
さ
い
。

〒
一
〇
〇
　
東
京
都
千
代
田

区
一
番
一
号
　
宮
内
庁
宛

　
ま
た
、
封
筒
に
は
「
詠
進

歌
」
と
書
き
添
え
て
く
だ
さ

い
Q

　
観
光
と
農
業
が
一
体
と
し
て
行

か
れ
る
よ
う
に
、
生
産
物
を
地
場

で
消
費
さ
れ
る
よ
う
計
画
が
出
来

な
い
も
の
で
し
ょ
う
か
。

※
以
ヒ
で
入
選
さ
れ
た
方
々
の
内

容
紹
介
を
終
了
し
ま
す
。
こ
の
他

掲
載
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
木

当
に
多
く
の
皆
さ
ん
か
ら
応
募
し

て
い
た
だ
き
、
大
変
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
ふ
る
さ
と
創
生
基
金
に
つ
い
て

は
、
新
温
泉
源
の
掘
削
な
ど
今
年

度
よ
り
事
業
が
動
き
出
し
ま
す
。

④的
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マ
イ
ラ
イ
フ
リ
ゾ
ー
ト
新
潟
の

指
定
を
受
け
、
夏
冬
通
年
観
光
に

ま
す
ま
す
意
欲
を
見
せ
る
松
之
山

町
の
観
光
事
業
。

　
通
年
観
光
の
先
が
け
と
し
て
毎

年
行
わ
れ
て
お
り
ま
す
．
松
之
山

温
泉
ま
つ
り
”
が
、
今
年
も
五
月

十
九
・
二
十
H
の
二
日
間
盛
大
に

開
催
さ
れ
る
事
に
な
り
ま
し
た
。

管
領
塚
供
養
祭
・
温
泉
太
鼓
・
大

民
謡
流
し
、
大
花
火
大
会
な
ど
な

ど
、
盛
り
沢
山
．
の
行
事
が
予
定
さ

れ
て
い
ま
す
。

ー
蕊
の
i

　
農
作
業
の
骨
休
め
に
、
ご
家
族

で
見
に
来
て
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

　
十
九
日
（
土
）
は
、
午
後
二
時
よ

り
行
事
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。
松

里
保
育
園
児
に
よ
る
管
領
塚
供
養
、

　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ

か
わ
い
い
稚
児
行
列
　
松
里
小
学

校
鼓
笛
隊
、
松
中
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド

演
奏
な
ど
が
、
温
泉
街
を
中
心
に

五
時
過
ぎ
ま
で
行
わ
れ
る
ほ
か
、

夜
七
時
三
十
分
よ
り
民
謡
流
し
、

大
抽
選
会
、
八
時
三
十
分
よ
り
大

花
火
大
会
が
行
わ
れ
ま
す
。

　
二
十
日
に
は
、
大
厳
寺
高
原
で

ジ
ン
ギ
ス
カ
ン
ま
つ
り
が
実
施
さ

れ
ま
す
。
今
回
か
ら
L
催
が
変
わ

り
、
温
泉
組
合
か
ら
森
林
組
合
と

役
場
振
興
課
で
担
当
す
る
事
に
な

り
ま
し
た
。

　
新
緑
の
大
厳
寺
高
原
で
、
新
鮮

な
空
気
を
胸
一
杯
吸
い
な
が
ら
、

ジ
ン
ギ
ス
カ
ン
で
お
腹
も
一
杯
に

し
て
く
だ
さ
い
。

　
温
泉
ま
つ
り
に
関
す
る
詳
し
い

事
は
、
役
場
内
振
興
課
ま
で
お
聞

き
く
だ
さ
い
。
電
話
六
ー
三
二
二

一
番
ま
で
。

　
前
号
に
引
き
続
き
区
分
五
と
六
で
入
選
さ
れ
た

皆
さ
ん
の
内
容
を
紹
介
し
ま
す

▽
区
分
五
　
人
材
育
成
（
特
産
品
開
発
含
む
）

▽
区
分
六
　
そ
の
他

　
▼
区
分
五

◎
特
産
品
開
発
加
工
施
設
の
建
設

・
提
案
者
　
保
坂
諭
祐
さ
ん
（
松

　
　
　
　
　
口
）

　
松
之
山
で
と
れ
る
山
菜
等
を
加

工
し
て
（
漬
物
等
）
珍
味
セ
ッ
ト

と
し
て
販
売
す
る
。

　
こ
れ
を
基
本
と
し
て
、
そ
こ
に

従
事
す
る
人
た
ち
が
通
年
で
働
け

る
よ
う
に
、
季
節
に
あ
っ
た
特
産

品
を
開
発
し
て
行
く
施
設
と
す
る
。

◎
人
脈
づ
く
り
と
職
員
教
育
（
東

　
京
出
張
所
と
企
画
室
併
設
）

・
提
案
者
　
竹
内
茂
俊
さ
ん
（
豊

　
　
　
　
　
田
）

　
東
京
圏
か
ら
の
情
報
収
集
と
人

脈
形
成
の
た
め
併
設
す
る
。

一
、
週
三
H
上
京
し
、
町
出
身
者

　
の
訪
問
と
そ
の
人
の
人
脈
で
紹

　
介
し
て
も
ら
う
事
か
ら
ス
タ
ー

　
ト
。

二
、
事
務
室
兼
宿
泊
所
の
確
保
。

三
、
中
央
省
庁
、
出
身
議
員
の
訪

問
．

四
、
国
・
県
の
地
域
活
性
化
関
連

事
業
の
掌
握
。

五
、
町
内
各
種
団
体
の
連
携
事
業

　
の
企
画
と
推
進
。

◎
漢
方
薬
の
栽
培
・
製
造
・
販
売

・
提
案
者
　
高
橋
忠
則
さ
ん
（
十

　
　
　
　
　
日
町
市
）

　
減
反
し
た
田
や
草
地
と
な
っ
て

い
る
土
地
利
用
を
薬
草
栽
培
に
向

け
、
漢
方
薬
、
蚊
取
線
香
等
の
製

造
販
売
を
す
る
。
技
師
は
引
張
っ

て
来
る
。

　
土
地
改
良
し
た
所
の
農
地
も
荒

れ
て
し
ま
い
借
金
返
済
だ
け
は
残

る
と
い
う
こ
と
の
な
い
よ
う
、
古
同

齢
化
も
見
越
し
た
土
地
利
用
対
策

を
考
え
る
。

　
▼
区
分
　
六

◎
カ
ヤ
葺
き
民
家
（
曲
り
家
）
を

　
最
低
五
戸
位
移
築
保
存

昨年は民謡の鎌田英一先生も来てにぎやかでした。

・
提
案
者
　
柳
　
能
弘
さ
ん
（
松

　
　
　
　
代
町
）

　
ふ
る
里
、
田
舎
で
思
い
出
さ
れ

る
風
景
が
だ
ん
だ
ん
な
く
な
っ
て

来
て
い
る
。
住
ん
で
い
る
人
に
残

す
よ
う
に
言
っ
て
も
無
理
な
い
こ

と
で
あ
り
、
公
共
で
保
存
出
来
な

い
だ
ろ
う
か
。

　
民
俗
資
料
と
し
て
残
し
、
あ
わ

せ
て
観
光
資
源
の
一
つ
に
な
る
も

の
と
思
い
ま
す
。

◎
自
然
休
養
村
管
理
セ
ン
タ
ー
周

　
辺
を
公
園
化
し
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ

　
イ
活
動
の
拠
点
と
す
る
．

・
提
案
者
　
村
山
祐
一
さ
ん
（
観

　
　
　
　
　
音
寺
）
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ー
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グ
ラ
ン
ド
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体
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ス
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、

文
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ス
ポ
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じ
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町
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コ
ミ
ュ
ニ
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拠
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と
な
っ
て
い
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。
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町
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親
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ま
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よ
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公
園
化
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か
。

◎
観
光
と
農
業
が
一
体
と
な
っ
た

　
生
産
物
地
場
消
費
計
画

・
提
案
者
　
村
山
邦
］
さ
ん
（
橋

平
成
三
年

歌
会
始
の
お
題

　
　
「
森
」
に

決
ま
り
ま
し
た

　
宮
内
庁
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催
の
新
年
歌
会

始
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お
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「
森
」
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ま
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し
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応
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く
だ
さ
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。
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一
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。
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右
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題
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、
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名
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名
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ふ
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な
つ
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）
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生
年
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日
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び
職
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を
書
い
て
く
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さ
い
。

　
九
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十
目
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で
に
次
の
住

所
に
送
っ
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く
だ
さ
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〒
一
〇
〇
　
東
京
都
千
代
田

区
一
番
一
号
　
宮
内
庁
宛

　
ま
た
、
封
筒
に
は
「
詠
進

歌
」
と
書
き
添
え
て
く
だ
さ

い
Q

　
観
光
と
農
業
が
一
体
と
し
て
行

か
れ
る
よ
う
に
、
生
産
物
を
地
場

で
消
費
さ
れ
る
よ
う
計
画
が
出
来

な
い
も
の
で
し
ょ
う
か
。

※
以
ヒ
で
入
選
さ
れ
た
方
々
の
内

容
紹
介
を
終
了
し
ま
す
。
こ
の
他

掲
載
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
木

当
に
多
く
の
皆
さ
ん
か
ら
応
募
し

て
い
た
だ
き
、
大
変
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
ふ
る
さ
と
創
生
基
金
に
つ
い
て

は
、
新
温
泉
源
の
掘
削
な
ど
今
年

度
よ
り
事
業
が
動
き
出
し
ま
す
。

④的
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新しい先生方
よろしく

お願いします

昌一

皇
　

　尾崎桂子
（柏崎市荒浜小）

校長　五十嵐哲夫
　（吉川町旭小）

鵡
観

…朝器厘

教頭　石田孝夫
（下田村荒沢小）

　　古閑晶子
（見附市名木野小）

　辻川英夫
（上越市城西中）

校長　堀口清一郎
（上越教育事務所）

教頭井上功
（松代町北山小）

養教　岩沢律子
（燕市燕北中）

校長　猪田完生
（上越教育事務所）

　　中山　倫
（柏崎市西中通中）

　　崩
栄養主査市川裕子
　　（松代小）

　小林辰男
（和島村北辰中）

　金子旬子
（神林村平林中）

皇
　

丘山司郎
（長岡高校）

講
7

　
　
　
　
　
　
タ

砺
召

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動

守
り
ま
す

ぽ
く
も
わ
た
し
も

ん
が
来
ら
れ
ま
し
た
の
で
紹
介
し

ま
す
。

　
松
之
山
駐
在
所
に
は
、
皆
川
巡

査
部
長
に
替
わ
っ
て
、
小
林
英
好

巡
査
部
長
が
新
潟
の
警
察
本
部
か

ら
異
動
さ
れ
ま
し
た
。
生
ま
れ
は

上
越
市
で
、
奥
さ
ん
と
男
の
子
二

人
の
四
人
家
族
と
い
う
事
で
す
。

　
浦
田
駐
在
所
に
は
、
加
藤
巡
査

に
替
わ
っ
て
小
柳
一
巡
査
が
、
新

潟
中
央
警
察
署
か
ら
異
動
さ
れ
ま

し
た
。
小
柳
巡
査
は
加
茂
市
の
出

身
で
、
奥
さ
ん
と
女
の
子
二
人
の

四
人
家
族
と
い
う
事
で
す
が
、
も

う
す
ぐ
五
人
に
な
る
予
定
と
か
？

　
お
二
人
と
も
前
任
地
が
賑
や
か

な
新
潟
市
と
い
う
事
で
、
松
之
山

の
豊
か
な
自
然
が
大
変
印
象
深
か

っ
た
よ
う
で
す
。
早
く
新
し
い
環

境
に
馴
染
ん
で
い
た
だ
き
、
勤
務

し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

重
　
点

一
、
壬
供
と
高
齢
者
の
歩
行
中
、

　
自
転
車
乗
用
中
の
交
通
事
故
防

．
、
、
若
者
運
転
者
に
よ
る
無
謀
運
・

　
転
の
防
止

三
、
正
し
い
方
法
に
よ
る
シ
ー
ト

　
ベ
ル
ト
・
ヘ
ル
メ
ッ
ト
着
川
の

　
徹
底

交
通
ル
ー
ル

　
　
　
　
　
ー
　
　
　
　
）

松之山・浦田の駐在さんが替わりました

5ろ）く
お願いしまづ

　
四
月
よ
り
松
之
山
・
浦
田
の
両

駐
在
所
に
、
新
し
い
お
ま
わ
り
さ

小林英好巡査部長小柳　巡査

　
風
薫
る
五
月
、
鯉
の
ぽ
り
が
あ

ち
こ
ち
で
気
持
ち
良
さ
そ
う
に
泳

い
で
い
ま
す
。

　
保
育
園
や
小
学
校
で
は
新
し
い

國
》

、、

ξ〉ぐ〉

〈も
ニ

。
》

，議嚇

衝
＼

友
達
も
加
わ
ー
て
、
活
気
が
出
て

来
る
の
も
こ
の
時
期
で
す
。

　
今
ま
で
雪
の
せ
い
で
乗
れ
な
か

っ
た
白
転
車
に
も
や
っ
と
乗
れ
る

よ
う
に
な
り
、
つ
い
乱
暴
な
運
転

や
ス
ピ
ー
ド
を
出
し
過
ぎ
た
り
し

が
ち
で
す
。
事
故
を
起
こ
さ
な
い

よ
う
、
ま
た
遇
わ
な
い
よ
う
十
分

気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

　
昨
年
の
死
亡
質
故
を
見
る
と
自

動
車
の
場
合
、
七
〇
％
以
L
の
方

は
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
を
着
用
し
て
い

な
い
と
き
事
故
に
遇
い
、
亡
く
な

－
っ
て
い
ま
す
。
バ
イ
ク
の
場
合
は

一
〇
％
の
方
が
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
着

用
し
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
も
し
、

き
ち
ん
と
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
・
ヘ
ル

メ
ッ
ト
を
着
川
し
て
い
た
な
ら
ば
、

も
っ
と
助
か
っ
て
い
た
は
ず
で
す
。

　
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
・
ヘ
ル
メ
ッ
ト

は
面
倒
が
ら
ず
、
正
し
く
着
用
し

て
く
だ
さ
い
。

　
誰
の
た
め
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

あ
な
た
白
身
の
た
め
な
の
で
す
か

ら
！

⑦
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月
オ
ユ
［

4
ワ
些

4
松
之
山
保
育
所
で
入
園
式
新
し
い
仲
間
が

みんなで44人になりました（松之山保育所）

　
闘
内
の
≡
ー
、
の

保
爾
園
で
は
、

四
月
六
日
と
七
臼
に
そ
れ
ぞ
れ
入

園
式
を
行
い
、
ガ
わ
い
い
新
入
園

児
を
歓
迎
し
ま
し
た
。

　
四
月
七
臼
に
入
園
式
を
行
っ
た

松
晶
ノ
κ
山
保
爾
園
で

は
、
今
年
度
よ

り
布
川
地
区
の
園
児
た
ち
も
加
わ

り
、
な
お
皿
層
に
ぎ
や
か
な
入
園

式
と
な
り
ま
し
た
。

　
松
之
山
保
育
所
に
は
、
ム
フ
年
二

歳
児
と
未
満
児
合
わ
せ
て
十
二
名

が

八
園
し
、
園
全
体
で
は
定
員
に

一
人
足
、
り
な
い
四
十
四
名
と
い
う
、

園
児
数
と
な
り
、
お
遊
ぎ
室
が
狭

、
ぐ
＼
感
じ
ら
れ
る
程
で
◎
。

　
入
園
式
で
は
、
お
父
さ
ん
や
お

田
さ
ん
が
見
守
る
中
、
ゆ
ず
や
ざ

ゆ
毎
組
さ
ん
た
ち
と
㎜
緒
に
歌
を

歌
っ
た
り
、
先
生
か
ら
名
前
を
．
呼

ば
れ
る
と
元
気
な
声
で
返
事
を
し

た
り
し
て
い
ま
し
た
。

　
で
も
、
や
っ
ば
り
お
田
さ
ん
か

ら
離
れ
ら
れ
な
い
園
児
も
い
て
、

微
笑
ま
し
い
所
も
見
、
b
れ
た
入
園

式
で
し
た
。

⑧

あれあれ～だいぶお行儀が悪くなって

来たぞ～」

2
　
藤
倉
部
落
老
人
ク

フ
フ
の
皆
さ

ん
は
、
部
落
内
を
、
通
っ
て

い
る
㎜

級
町
道
“
索
川
藤
倉
天
水
越
線
”

の
改
良
完
了
に
感
謝
す
る
意
昧
も

込
め
て
。
、
笛
年
春
秋
に
道
路
清
掃

を
行
つ
て
い
ま
す
。

　
今
年
も
、
晴
天
に
恵
ま
れ
た
四

角
十
日
に
、
全
員
が
出
て
清
掃
奉

仕
に
汗
を
流
し
ま
し
た
。

　
．
吼
一

の
道
路
は
、
東
川
万
面
か
』
、
b

湯
本
万
面
に
抜
け
る
最
短
距
離
の

今
年
も
み
ん
な
で
道
路
清
掃

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
藤
倉
老
人
ク
ラ
ブ

道
路
と
し
て
、
こ
れ
か
、
b
利
用
が

ノ
刃
．
ぐ
＼
見
込
ま
れ
て

お
り
．
大
変
重

蜜
視
さ
れ
て
い
ま
す

、

　
フ
ラ
フ
騎
の
皆
さ
ん
は
、
満
掃

が
終
わ
っ
た
き
れ
い
な
道
路
を
見

な
が
ら
冷
た
い
ジ
ュ
ー
ス
で
一
休

み
し
、
働
け
る
健
康
の
喜
び
や
世

間
話
し
に
楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過

し
ま
し
た
。

　
本
当
に
ご
呂
労
様
で
し
た
。

　
　
　
．
，
Q
一
．

沸
　
．
』
餓
罵
．
瀞

．
雨

磁．

，

麟
　

　
　
　
～

覧
、
義
、
∵
亀
　

，
…
4
　
　
嘉

この日は天気も良くて仕事がはかどりました。

3　
四
月
四
臼
、
町
内
の
四
つ
の
小

学
校
で
入
学
式
が
行
わ
れ
、
全
部

で
三
十
六
名
の
新
「
年
生
が
誕
生

し
ま
し
た
。

　
松
之
山
小
学
校
の
入
学
弍
は
算

前
十
時
よ
り
体
育
館
で
行
わ
れ
、

来
賓
、
父
兄
、
先
生
乃
や
在
校
生

が
拍
手
で
迎
え
る
中
、
新

御
生

十
三
人
が
担
仔
の
先
生
に
連
れ
ら

4
月
4
日
町
内
各
小
学
校
で

れ
て
入
場
し
、
式
が
始
ま
り
ま
し

た
。　

新
一
年
生
は
み
ん
な
緊
張
気
味

で

し
た
が
、
校
長
先
生
や
教
鳶
委

員
会
の
告
辞
、
P
T
A
会
長
さ
ん

の

詰
を
、
し

つ
か
り
聞
い
（
い
諌

し
た
。

　
人
口
の
減
小
と
と
も
に
児
童
数

松之山小学校には13名が新しく入学しました

一
斉
に
入
学
式

も
年
々
少
な
く
な
り
、
複
式
授
業

を
余
儀
無
く
さ
れ
る
学
校
も
二
校

あ
り
ま
す
。
今
年
の
皿
年
生
の
内

訳
は
、
松
2
、
山
小
十
三
名
、
松
聖

小
十
三
名
＼
東
川
小
五
名
、
浦
田

小
五
名
と
な
っ
て
お
り
．

、
晴
や
か

な
八
学
式
の
中
に
、
ち
よ
っ
と
し

た
淋
し
さ
を
感
じ
ま
し
た
。

x
軽

先生方も入っての記念撮影　ちょっと緊張ぎみかな

　
町
制
施
行
三
〇
周
年
記
八
・
心
事
裳

の
一
つ
と
し
て
取
り
組
ん
で
来
た

「
松
之
山
町
史
」
が
、
来
年
。
、
、
月

ド
旬
、
待
望
の
団
行
を
い
た
し
ま

す
。　

こ
の
町
史
は
、
B
5
判
全
一
巻

で
、
本
文
、
、
．
．
O
O
ぺ
ー
ジ
、

口
絵
・
仕
切
り
に
は
カ
ラ
ー
写
真

を
多
く
使
川
し
、
大
変
読
み
や
す

く
、
取
り
扱
い
や
す
い
製
本
と
な

っ
て
お
り
表
す
。
内
容
も
自
然
か

ら
松
之
山
の
生
い
吃
ち
、
民
俗
、

宗
教
、
文
化
財
、
集
落
史
等
人
変

曲
、
厭
富
で
、
こ
れ
一
…
で
松
之
山
の

全
て
を
知
る
事
が
で
き
ま
す
。

　
一
．
戸
に
、
…
、
ふ
る
さ
と
を
離

れ
た
方
〃
、
に
も
u
疋
非
、
冊
備
え
て

ほ
し
い
も
の
で
す
。

　
町
史
編
さ
ん
膚
至
で
は
限
｛
．
止
川
版

　
　
　
歴
史
を
解
明
す
る

　
　
　
f
，
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
♪
・

の
た
y
　
皆
さ
ん
よ
り
早
め
に
ご

重
約
い
た
だ
く
事
と
な
り
ま
し
た
。

　
．
人
で
も
多
く
の
方
か
ら
読
ん

で
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

▼
頒
布
価
格
（
税
込
・
送
料
別
）

　
松
之
山
町
史
（
令
一
巻
）

O
．
…
　
し
、
O
O
O
円

o
桐
箱
人
り
　
　
（
限
｛
疋
．
一
〇
〇
冊
）

　
．
…
　
．
．
乃
一
、
O
O
O
円

※
．
」
の
看
約
中
込
期
限
は
、
、
平
成

　
．
．
年
八
月
．
．
一
卜
一
日
ま
で
と
な

　
っ
て
い
表
す
。

　
　
弄
約
期
限
後
の
価
格
は
、
一

　
冊
九
、
O
O
O
円
で
す
。

　
旧
ト
め
に
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

o
問
へ
・
せ
先
　
松
之
山
町
役
場
内

　
町
史
編
さ
ん
ぬ
至
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二
、
五
、
瓦
九
－
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ス
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月
オ
ユ
［

4
ワ
些

4
松
之
山
保
育
所
で
入
園
式
新
し
い
仲
間
が

みんなで44人になりました（松之山保育所）

　
闘
内
の
≡
ー
、
の

保
爾
園
で
は
、

四
月
六
日
と
七
臼
に
そ
れ
ぞ
れ
入

園
式
を
行
い
、
ガ
わ
い
い
新
入
園

児
を
歓
迎
し
ま
し
た
。

　
四
月
七
臼
に
入
園
式
を
行
っ
た

松
晶
ノ
κ
山
保
爾
園
で

は
、
今
年
度
よ

り
布
川
地
区
の
園
児
た
ち
も
加
わ

り
、
な
お
皿
層
に
ぎ
や
か
な
入
園

式
と
な
り
ま
し
た
。

　
松
之
山
保
育
所
に
は
、
ム
フ
年
二

歳
児
と
未
満
児
合
わ
せ
て
十
二
名

が

八
園
し
、
園
全
体
で
は
定
員
に

一
人
足
、
り
な
い
四
十
四
名
と
い
う
、

園
児
数
と
な
り
、
お
遊
ぎ
室
が
狭

、
ぐ
＼
感
じ
ら
れ
る
程
で
◎
。

　
入
園
式
で
は
、
お
父
さ
ん
や
お

田
さ
ん
が
見
守
る
中
、
ゆ
ず
や
ざ

ゆ
毎
組
さ
ん
た
ち
と
㎜
緒
に
歌
を

歌
っ
た
り
、
先
生
か
ら
名
前
を
．
呼

ば
れ
る
と
元
気
な
声
で
返
事
を
し

た
り
し
て
い
ま
し
た
。

　
で
も
、
や
っ
ば
り
お
田
さ
ん
か

ら
離
れ
ら
れ
な
い
園
児
も
い
て
、

微
笑
ま
し
い
所
も
見
、
b
れ
た
入
園

式
で
し
た
。

⑧

あれあれ～だいぶお行儀が悪くなって

来たぞ～」

2
　
藤
倉
部
落
老
人
ク

フ
フ
の
皆
さ

ん
は
、
部
落
内
を
、
通
っ
て

い
る
㎜

級
町
道
“
索
川
藤
倉
天
水
越
線
”

の
改
良
完
了
に
感
謝
す
る
意
昧
も

込
め
て
。
、
笛
年
春
秋
に
道
路
清
掃

を
行
つ
て
い
ま
す
。

　
今
年
も
、
晴
天
に
恵
ま
れ
た
四

角
十
日
に
、
全
員
が
出
て
清
掃
奉

仕
に
汗
を
流
し
ま
し
た
。

　
．
吼
一

の
道
路
は
、
東
川
万
面
か
』
、
b

湯
本
万
面
に
抜
け
る
最
短
距
離
の

今
年
も
み
ん
な
で
道
路
清
掃

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
藤
倉
老
人
ク
ラ
ブ

道
路
と
し
て
、
こ
れ
か
、
b
利
用
が

ノ
刃
．
ぐ
＼
見
込
ま
れ
て

お
り
．
大
変
重

蜜
視
さ
れ
て
い
ま
す

、

　
フ
ラ
フ
騎
の
皆
さ
ん
は
、
満
掃

が
終
わ
っ
た
き
れ
い
な
道
路
を
見

な
が
ら
冷
た
い
ジ
ュ
ー
ス
で
一
休

み
し
、
働
け
る
健
康
の
喜
び
や
世

間
話
し
に
楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過

し
ま
し
た
。

　
本
当
に
ご
呂
労
様
で
し
た
。

　
　
　
．
，
Q
一
．

沸
　
．
』
餓
罵
．
瀞

．
雨

磁．

，

麟
　

　
　
　
～

覧
、
義
、
∵
亀
　

，
…
4
　
　
嘉

この日は天気も良くて仕事がはかどりました。

3　
四
月
四
臼
、
町
内
の
四
つ
の
小

学
校
で
入
学
式
が
行
わ
れ
、
全
部

で
三
十
六
名
の
新
「
年
生
が
誕
生

し
ま
し
た
。

　
松
之
山
小
学
校
の
入
学
弍
は
算

前
十
時
よ
り
体
育
館
で
行
わ
れ
、

来
賓
、
父
兄
、
先
生
乃
や
在
校
生

が
拍
手
で
迎
え
る
中
、
新

御
生

十
三
人
が
担
仔
の
先
生
に
連
れ
ら

4
月
4
日
町
内
各
小
学
校
で

れ
て
入
場
し
、
式
が
始
ま
り
ま
し

た
。　

新
一
年
生
は
み
ん
な
緊
張
気
味

で

し
た
が
、
校
長
先
生
や
教
鳶
委

員
会
の
告
辞
、
P
T
A
会
長
さ
ん

の

詰
を
、
し

つ
か
り
聞
い
（
い
諌

し
た
。

　
人
口
の
減
小
と
と
も
に
児
童
数

松之山小学校には13名が新しく入学しました

一
斉
に
入
学
式

も
年
々
少
な
く
な
り
、
複
式
授
業

を
余
儀
無
く
さ
れ
る
学
校
も
二
校

あ
り
ま
す
。
今
年
の
皿
年
生
の
内

訳
は
、
松
2
、
山
小
十
三
名
、
松
聖

小
十
三
名
＼
東
川
小
五
名
、
浦
田

小
五
名
と
な
っ
て
お
り
．

、
晴
や
か

な
八
学
式
の
中
に
、
ち
よ
っ
と
し

た
淋
し
さ
を
感
じ
ま
し
た
。
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先生方も入っての記念撮影　ちょっと緊張ぎみかな

　
町
制
施
行
三
〇
周
年
記
八
・
心
事
裳

の
一
つ
と
し
て
取
り
組
ん
で
来
た

「
松
之
山
町
史
」
が
、
来
年
。
、
、
月

ド
旬
、
待
望
の
団
行
を
い
た
し
ま

す
。　

こ
の
町
史
は
、
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判
全
一
巻

で
、
本
文
、
、
．
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O
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ぺ
ー
ジ
、

口
絵
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仕
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り
に
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写
真

を
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く
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川
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、
大
変
読
み
や
す

く
、
取
り
扱
い
や
す
い
製
本
と
な
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て
お
り
表
す
。
内
容
も
自
然
か

ら
松
之
山
の
生
い
吃
ち
、
民
俗
、

宗
教
、
文
化
財
、
集
落
史
等
人
変

曲
、
厭
富
で
、
こ
れ
一
…
で
松
之
山
の

全
て
を
知
る
事
が
で
き
ま
す
。

　
一
．
戸
に
、
…
、
ふ
る
さ
と
を
離

れ
た
方
〃
、
に
も
u
疋
非
、
冊
備
え
て

ほ
し
い
も
の
で
す
。

　
町
史
編
さ
ん
膚
至
で
は
限
｛
．
止
川
版

　
　
　
歴
史
を
解
明
す
る
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皆
さ
ん
よ
り
早
め
に
ご

重
約
い
た
だ
く
事
と
な
り
ま
し
た
。
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人
で
も
多
く
の
方
か
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読
ん

で
い
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だ
き
た
い
と
思
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ま
す
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。

　
　
弄
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期
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後
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冊
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。
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1
窃
頃
1

0

あなたは松之山の野鳥

どのくらい知っていますか？

　
第
．
』
卜
四
回
の
松
之
山
町
探
鳥

会
が
、
、
κ
月
一
．
ト
ヒ
日
に
松
口
美

人
林
周
辺
の
コ
ー
ス
で
聞
催
さ
祉

ま
す
。

　
毎
年
多
く
の
愛
鳥
家
の
皆
さ
ん

が
参
加
す
る
探
鳥
会
、
自
然
と
親

し
み
鳥
た
ち
の
ぎ
た
ザ
い
に
耳
を

頃
む
け
る
、
そ
ん
な
ひ
と
と
き
を

あ
な
た
も
過
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
松
之
山
は
野
鳥
の
宝
庫
と
．
一
．
．
・
わ

れ
る
だ
け
あ
っ
て
、
人
変
沢
山
の

鳥
た
ち
が
生
息
し
て
い
ま
す
。
し

か
し
、
囲
り
の
環
境
の
変
化
で
姿

が
見
ら
れ
な
く
な
っ
た
鳥
も
い
っ

は
い
い
る
の
で
す
。
ま
た
、
鳴
き

声
を
聞
い
て
も
そ
れ
が
何
と
い
う

鳥
な
の
か
意
外
と
知
ら
な
い
も
の

5月27日

の朝は早起きして

ボクたちを見に

　　　来てよ！

一
◇

で
す
。

　
今
年
は
是
非
早
起
き
を
し
て
、

参．

加
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　
今
回
、
松
代
町
の
莇
平
小
学
校

の
児
聴
全
員
が
参
加
し
て
く
れ
る

そ
う
で
、
今
か
ら
楽
し
み
に
し
て

い
ま
す
。

　
前
日
（
二
卜
六
日
）
の
夜
は
、

湯
本
福
住
館
を
会
場
に
し
て
野
鳥

集
会
が
開
か
れ
ま
す
。
ス
ラ
イ
ド

に
よ
る
鳥
た
ち
の
説
明
や
、
生
態

に
つ
い
て
の
色
々
な
話
が
聞
け
ま

す
。
集
会
に
参
加
し
て
予
備
知
識

を
つ
け
て
か
ら
探
鳥
会
に
臨
み
ま

し
ょ
・
つ
。

一
㌘
灘
二

　
地
元
　
村
山
健
・
村
山
暁
・
占

　
　
　
川
孝
・
高
橋
良
一
各
氏

▼
探
鳥
会

o
、
九
月
』
卜
七
H
（
日
）

　
湯
本
駐
巾
場
　
朝
四
時
三
〇
分

　
出
発
　
松
口
神
祉
　
四
時
四
卜

　
五
分
集
合
。
探
鳥
コ
ー
ス
　
美

　
人
林
周
辺
（
野
鳥
の
し
お
り
贈

　
呈
）　

　
　
　
罐
」

　
　
　
　
　
ト
　
て
ユ
　
り
ゅ
　
り
よ

　
　
　
　
鱗
璽
饗

　
　
　
　
　
　
　
　
　
サ

　
　
　
　
灘

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

　
　
　
　
　
　
コ
　
　
　
　
　
　
　
じ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

　
　
　
　
　
　
　
、
、
、
　
　
フ

　
　
　
　
　
　
　
ヤ
ゑ

　
　
　
　
　
　
．
ド
ご
　
　
ヤ

　
　
　
　
　
　
騨
？
、
凝
、

　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
タ
ド

　
　
　
　
　
　
　
ト
　
　
　
ゆ
　
な
　
　
　
ヤ

　
　
　
　
　
　
　
さ
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
た

　
　
　
　
　
。
ザ
測
鳶
　
が
、
当

　
　
　
　
　
　
　
…
郎
・
覇
博
・
の
カ

　
　
　
　
　
　
“
》

　
　
　
　
　
　
轟

；罐冷物厨燈

　瀞』

「今聞こえている

　昨年の探鳥会

合
同
行
政
相
談
所

開
設
の
お
知
ら
せ

　
．
九
月
は
、
さ
わ
や
か
行
政
サ
ー

ビ
ス
推
進
月
間
に
あ
た
り
ま
す
。

　
役
所
の
仕
事
、
た
と
え
ば
税
金
・

道
路
・
保
険
・
登
記
・
戸
籍
・
福

祉
な
ど
に
つ
い
て
の
苦
情
・
意
見
．

要
望
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
お

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◎
合
同
行
政
相
談
所

○
と
き
　
五
月
一
八
H
（
金
）

　
　
午
前
卜
時
半
～
午
後
三
時
半

o
と
こ
ろ
　
大
和
デ
パ
ー
ト
上
越

　
　
五
階
　
文
化
サ
ロ
ン

　
な
お
、
松
之
山
町
の
行
政
相
談

員
は
猪
俣
栄
．
一
さ
ん
（
松
之
山
・

ナ
オ
ヤ
）
で
す
。
自
宅
で
い
つ
で

も
相
談
に
応
じ
ま
す
の
で
、
お
気

軽
に
お
出
掛
け
く
だ
さ
い
。
電
話

に
よ
る
相
談
で
も
け
っ
こ
う
で
す
。

　
秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
し
、

無
料
で
す
。

　
　
　
　
”

　
　
　
　
一
マ
り
■
，
．
．
“
9

　
　
　
　
　
、

、、’　」

　　行政頼詳〕ザ

　
　
代
議
員
会
開
催
さ
れ
る

　
四
月
卜
八
目
町
婦
人
会
代
議
員
　
　
半
は
竹
内
係
．
長
さ
ん
か
ら
講
演
し

会
が
自
然
休
養
村
セ
ン
タ
ー
で
開
　
　
て
頂
、
き
、
婦
人
会
に
し
か
出
来
な

か
れ
ま
し
た
。

　
、
要
望
の
多
か
っ
た
、
会
議
は
夜

に
」
と
い
う
声
が
採
り
人
れ
ら
れ

た
初
め
て
の
夜
の
総
会
で
、
夕
食

を
食
べ
ず
に
か
け
つ
け
て
く
れ
た

代
議
員
も
あ
り
よ
し
た
。

　
リ
ク
リ
ェ
t
シ
ョ
ン
か
ら
始
ま

っ
た
会
は
な
ご
や
か
に
進
み
、
後

し
こ
と
と
い
う
お
話
に
励
ま
さ
れ

ま
し
た
。

　
あ
ら
た
な
活
動
の
一
つ
と
し
て

資
源
を
人
切
に
し
、
ゴ
ミ
を
少
な

く
す
る
運
動
に
取
り
組
む
こ
と
も

決
め
ら
れ
ま
し
た
。
皆
様
の
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

1犀病ク弓を

捨てないで！

　
牛
乳
パ
ッ
ク
は
、
カ
ナ
ダ
、
北

欧
か
ら
輸
入
さ
れ
た
針
葉
樹
の
最

高
級
パ
ル
プ
で
作
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
古
紙
の
再
生
の
原
料
や
、
上
質

紙
に
も
な
る
牛
乳
パ
ッ
ク
を
ゴ
ミ

に
す
る
の
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

　
婦
人
会
で
牛
乳
パ
ッ
ク
の
回
収

を
し
ま
す
。
集
め
た
パ
ッ
ク
は
業

者
に
よ
っ
て
換
金
さ
れ
、
そ
の
収

益
は
町
社
会
福
祉
協
議
会
に
寄
付

し
、
何
か
に
役
立
て
て
い
た
だ
き

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
詳
し
く
は
後
か
ら
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

★
回
収
す
る
に
は

①
飲
み
終
っ
た
ら
す
ぐ
水
を
入
れ

　
二
～
三
回
振
っ
て
す
す
ぐ
。

②
水
を
切
っ
て
、
底
の
三
方
を
切

　
る
。

③
切
り
開
い
て
乾
か
す
。

④
束
ね
て
保
管
（
一
束
三
十
五
枚

　
く
ら
い
で
約
一
キ
ロ
）

※
再
生
利
用
で
き
る
パ
ッ
ク
は
、

※飲み終ったら、水を入れてよくすすぎ、逆にして

　水切りをしてから開いてください。

　図のように切り開いて乾燥させ、束ねて保管して下さい

切る

　　＼　　　　鳶ミ　　　ー

内
側
の
白
い
一
、
○
O
O
認
・

五
〇
〇
認
も
の
。
二
〇
〇
祀
で

も
厚
手
の
も
の
な
ら
O
K
。

各
家
庭
で
ぜ
ひ
取
り
組
ん
で
み

て
く
だ
さ
い
。
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1
窃
頃
1

0

あなたは松之山の野鳥

どのくらい知っていますか？

　
第
．
』
卜
四
回
の
松
之
山
町
探
鳥

会
が
、
、
κ
月
一
．
ト
ヒ
日
に
松
口
美

人
林
周
辺
の
コ
ー
ス
で
聞
催
さ
祉

ま
す
。

　
毎
年
多
く
の
愛
鳥
家
の
皆
さ
ん

が
参
加
す
る
探
鳥
会
、
自
然
と
親

し
み
鳥
た
ち
の
ぎ
た
ザ
い
に
耳
を

頃
む
け
る
、
そ
ん
な
ひ
と
と
き
を

あ
な
た
も
過
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
松
之
山
は
野
鳥
の
宝
庫
と
．
一
．
．
・
わ

れ
る
だ
け
あ
っ
て
、
人
変
沢
山
の

鳥
た
ち
が
生
息
し
て
い
ま
す
。
し

か
し
、
囲
り
の
環
境
の
変
化
で
姿

が
見
ら
れ
な
く
な
っ
た
鳥
も
い
っ

は
い
い
る
の
で
す
。
ま
た
、
鳴
き

声
を
聞
い
て
も
そ
れ
が
何
と
い
う

鳥
な
の
か
意
外
と
知
ら
な
い
も
の

5月27日

の朝は早起きして

ボクたちを見に

　　　来てよ！

一
◇

で
す
。

　
今
年
は
是
非
早
起
き
を
し
て
、

参．

加
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　
今
回
、
松
代
町
の
莇
平
小
学
校

の
児
聴
全
員
が
参
加
し
て
く
れ
る

そ
う
で
、
今
か
ら
楽
し
み
に
し
て

い
ま
す
。

　
前
日
（
二
卜
六
日
）
の
夜
は
、

湯
本
福
住
館
を
会
場
に
し
て
野
鳥

集
会
が
開
か
れ
ま
す
。
ス
ラ
イ
ド

に
よ
る
鳥
た
ち
の
説
明
や
、
生
態

に
つ
い
て
の
色
々
な
話
が
聞
け
ま

す
。
集
会
に
参
加
し
て
予
備
知
識

を
つ
け
て
か
ら
探
鳥
会
に
臨
み
ま

し
ょ
・
つ
。

一
㌘
灘
二

　
地
元
　
村
山
健
・
村
山
暁
・
占

　
　
　
川
孝
・
高
橋
良
一
各
氏

▼
探
鳥
会

o
、
九
月
』
卜
七
H
（
日
）

　
湯
本
駐
巾
場
　
朝
四
時
三
〇
分

　
出
発
　
松
口
神
祉
　
四
時
四
卜

　
五
分
集
合
。
探
鳥
コ
ー
ス
　
美

　
人
林
周
辺
（
野
鳥
の
し
お
り
贈

　
呈
）　

　
　
　
罐
」

　
　
　
　
　
ト
　
て
ユ
　
り
ゅ
　
り
よ

　
　
　
　
鱗
璽
饗

　
　
　
　
　
　
　
　
　
サ

　
　
　
　
灘

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

　
　
　
　
　
　
コ
　
　
　
　
　
　
　
じ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

　
　
　
　
　
　
　
、
、
、
　
　
フ

　
　
　
　
　
　
　
ヤ
ゑ

　
　
　
　
　
　
．
ド
ご
　
　
ヤ

　
　
　
　
　
　
騨
？
、
凝
、

　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
タ
ド

　
　
　
　
　
　
　
ト
　
　
　
ゆ
　
な
　
　
　
ヤ

　
　
　
　
　
　
　
さ
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
た

　
　
　
　
　
。
ザ
測
鳶
　
が
、
当

　
　
　
　
　
　
　
…
郎
・
覇
博
・
の
カ

　
　
　
　
　
　
“
》

　
　
　
　
　
　
轟

；罐冷物厨燈

　瀞』

「今聞こえている

　昨年の探鳥会

合
同
行
政
相
談
所

開
設
の
お
知
ら
せ

　
．
九
月
は
、
さ
わ
や
か
行
政
サ
ー

ビ
ス
推
進
月
間
に
あ
た
り
ま
す
。

　
役
所
の
仕
事
、
た
と
え
ば
税
金
・

道
路
・
保
険
・
登
記
・
戸
籍
・
福

祉
な
ど
に
つ
い
て
の
苦
情
・
意
見
．

要
望
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
お

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◎
合
同
行
政
相
談
所

○
と
き
　
五
月
一
八
H
（
金
）

　
　
午
前
卜
時
半
～
午
後
三
時
半

o
と
こ
ろ
　
大
和
デ
パ
ー
ト
上
越

　
　
五
階
　
文
化
サ
ロ
ン

　
な
お
、
松
之
山
町
の
行
政
相
談

員
は
猪
俣
栄
．
一
さ
ん
（
松
之
山
・

ナ
オ
ヤ
）
で
す
。
自
宅
で
い
つ
で

も
相
談
に
応
じ
ま
す
の
で
、
お
気

軽
に
お
出
掛
け
く
だ
さ
い
。
電
話

に
よ
る
相
談
で
も
け
っ
こ
う
で
す
。

　
秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
し
、

無
料
で
す
。
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代
議
員
会
開
催
さ
れ
る

　
四
月
卜
八
目
町
婦
人
会
代
議
員
　
　
半
は
竹
内
係
．
長
さ
ん
か
ら
講
演
し

会
が
自
然
休
養
村
セ
ン
タ
ー
で
開
　
　
て
頂
、
き
、
婦
人
会
に
し
か
出
来
な

か
れ
ま
し
た
。

　
、
要
望
の
多
か
っ
た
、
会
議
は
夜

に
」
と
い
う
声
が
採
り
人
れ
ら
れ

た
初
め
て
の
夜
の
総
会
で
、
夕
食

を
食
べ
ず
に
か
け
つ
け
て
く
れ
た

代
議
員
も
あ
り
よ
し
た
。

　
リ
ク
リ
ェ
t
シ
ョ
ン
か
ら
始
ま

っ
た
会
は
な
ご
や
か
に
進
み
、
後

し
こ
と
と
い
う
お
話
に
励
ま
さ
れ

ま
し
た
。

　
あ
ら
た
な
活
動
の
一
つ
と
し
て

資
源
を
人
切
に
し
、
ゴ
ミ
を
少
な

く
す
る
運
動
に
取
り
組
む
こ
と
も

決
め
ら
れ
ま
し
た
。
皆
様
の
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

1犀病ク弓を

捨てないで！

　
牛
乳
パ
ッ
ク
は
、
カ
ナ
ダ
、
北

欧
か
ら
輸
入
さ
れ
た
針
葉
樹
の
最

高
級
パ
ル
プ
で
作
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
古
紙
の
再
生
の
原
料
や
、
上
質

紙
に
も
な
る
牛
乳
パ
ッ
ク
を
ゴ
ミ

に
す
る
の
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

　
婦
人
会
で
牛
乳
パ
ッ
ク
の
回
収

を
し
ま
す
。
集
め
た
パ
ッ
ク
は
業

者
に
よ
っ
て
換
金
さ
れ
、
そ
の
収

益
は
町
社
会
福
祉
協
議
会
に
寄
付

し
、
何
か
に
役
立
て
て
い
た
だ
き

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
詳
し
く
は
後
か
ら
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

★
回
収
す
る
に
は

①
飲
み
終
っ
た
ら
す
ぐ
水
を
入
れ

　
二
～
三
回
振
っ
て
す
す
ぐ
。

②
水
を
切
っ
て
、
底
の
三
方
を
切

　
る
。

③
切
り
開
い
て
乾
か
す
。

④
束
ね
て
保
管
（
一
束
三
十
五
枚

　
く
ら
い
で
約
一
キ
ロ
）

※
再
生
利
用
で
き
る
パ
ッ
ク
は
、

※飲み終ったら、水を入れてよくすすぎ、逆にして

　水切りをしてから開いてください。

　図のように切り開いて乾燥させ、束ねて保管して下さい

切る

　　＼　　　　鳶ミ　　　ー

内
側
の
白
い
一
、
○
O
O
認
・

五
〇
〇
認
も
の
。
二
〇
〇
祀
で

も
厚
手
の
も
の
な
ら
O
K
。

各
家
庭
で
ぜ
ひ
取
り
組
ん
で
み

て
く
だ
さ
い
。
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ー
o
o
o
う
ゆ
i

⑫

松
之
山
の

地
質
と
化
石

　
松
之
山
の
地
質
が
松
之
山
温
泉

付
近
の
凝
灰
岩
を
中
心
に
し
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ
　
ダ

泥
岩
、
シ
ル
ト
岩
、
砂
岩
や
礫
岩

　
（
砂
利
か
ら
な
る
石
）
が
こ
の
順

番
で
、
ド
ー
ナ
ツ
状
に
そ
れ
ぞ
れ

の
外
側
を
取
り
囲
む
よ
う
な
構
造

を
し
て
い
る
こ
と
は
前
回
お
話
し

し
た
と
お
り
で
す
。

　
今
回
は
、
こ
の
う
ち
の
一
番
外

側
の
砂
岩
や
礫
岩
を
主
体
と
す
る

地
層
に
つ
い
て
お
話
し
し
ま
す
。

　
砂
岩
・
礫
岩
と

　
　
　
町
の
境
界
線

　
松
之
山
町
は
北
東
ー
南
西
方
向

に
長
い
卵
の
よ
う
な
形
を
し
て
い

ま
す
。
で
は
、
ど
う
し
て
こ
の
よ

う
な
形
を
し
て
い
る
の
で
し
ょ
う

か
。
町
の
境
界
線
は
も
ち
ろ
ん
人

為
的
に
決
め
ら
れ
た
も
の
で
す
が
、

決
め
る
時
の
基
準
の
よ
う
な
も
の

が
あ
る
は
ず
で
す
。
市
町
村
の
境

界
線
は
た
い
て
い
河
川
や
山
の
尾

根
に
引
か
れ
る
こ
と
が
多
く
、
松

之
山
の
場
合
に
は
河
川
に
沿
っ
て

2
35

引
か
れ
て
い
る
北
側
の
境
界
の
一

部
を
除
い
て
尾
根
に
引
か
れ
て
い

ま
す
。
つ
ま
り
、
松
之
山
の
南
、

東
、
西
の
境
界
付
近
に
高
い
山
が

あ
る
た
め
に
、
現
在
の
よ
う
な
町

の
形
に
な
っ
た
と
い
う
訳
で
す
。

で
は
ど
う
し
て
松
之
山
の
南
、
束
、

西
の
境
界
付
近
に
高
い
山
が
あ
る

の
で
し
ょ
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
ρ

綴駕獄．蠣，圏
の分布域　夢、一／曽
　　　　　　　　て　　　＼．ブ、
　　　　　　　　フ　　　　　　　　　　、－

　　　　　　　／
　　　　へ　　　　／
　　　　ノ　　　、ノ

ρ

城山

　▲
大松山

　
図
に
示
し
ま
し
た
よ
う
に
、
町

の
南
、
東
、
西
の
境
界
付
近
に
は

砂
岩
や
礫
岩
を
主
体
と
す
る
魚
沼

層
群
と
そ
の
相
当
層
で
あ
る
奈
良

立
層
が
分
布
し
て
い
ま
す
。
こ
う

し
た
砂
岩
や
礫
岩
は
松
之
山
の
集

落
分
布
地
域
の
大
半
を
つ
く
る
泥

質
岩
に
比
べ
硬
く
、
侵
食
さ
れ
に

く
い
た
め
、
急
峻
な
地
形
を
生
み

だ
し
や
す
い
性
質
を
持
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
長
野
県
と
の
県
境
付

近
を
中
心
に
、
こ
れ
ら
の
砂
岩
や

礫
岩
が
た
ま
っ
た
時
代
以
前
か
ら

大
地
を
隆
起
さ
せ
る
よ
う
な
運
動

が
お
こ
っ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た

■
■
山倉有

’千や　Olkm’、ヘノ

〆
’
～
義

でブ、へ℃
三方岳　天水山

　　砂岩礫岩を主体とする地層と松之山町の境界線

岩
石
の
性
質
や
隆
起
運
動
に
よ
っ

て
松
之
山
の
境
界
の
山
々
が
つ
く

ら
れ
た
と
い
え
ま
す
。
で
は
、
松

之
山
町
の
境
界
の
山
々
を
つ
く
る

砂
岩
や
礫
岩
は
い
つ
、
ど
の
よ
う

な
場
所
で
た
ま
っ
た
の
で
し
ょ
う

か
。

砂
岩
・
礫
岩
の

　
　
堆
積
し
た

　
　
時
代
と
場
所
、

　
こ
れ
ま
で
お
話
し
し
て
き
た
砂

岩
や
礫
岩
は
、
今
か
ら
約
三
百
万

年
前
も
の
昔
に
た
ま
っ
た
こ
と
が

町
史
の
調
査
に
よ
り
明
確
に
な
り

ま
し
た
。
た
と
え
ば
、
写
真
中
の

ホ
タ
テ
は
砂
岩
よ
り
採
集
さ
れ
た

も
の
で
す
が
、
カ
ズ
ウ
ネ
ホ
タ
テ

ガ
イ
と
い
っ
て
こ
の
頃
生
存
し
、

礫岩と砂岩（東山東方）

現
在
は
滅
ん
で
し
ま
っ
た
貝
な
の

で
す
。

　
で
は
、
こ
う
し
た
砂
岩
・
礫
岩

を
主
体
と
す
る
地
層
は
ど
の
よ
う

な
場
所
に
た
ま
っ
た
の
で
し
ょ
う

か
。
砂
岩
か
ら
は
エ
ゾ
タ
マ
キ
ガ

イ
の
よ
う
な
浅
い
海
に
住
ん
で
い

る
よ
う
な
貝
化
、
石
が
出
て
き
ま
す

し
、
砂
岩
な
ど
に
は
さ
ま
れ
る
泥

岩
層
中
か
ら
は
ヤ
マ
ト
シ
ジ
ミ
、

ヌ
マ
コ
ダ
キ
ガ
イ
、
ホ
ト
ト
ギ
ス

ガ
イ
と
い
っ
た
河
口
付
近
の
波
打

ち
際
付
近
に
す
む
貝
化
石
が
採
集

さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
亜
炭
層
が
頻

繁
に
挾
ま
れ
、
立
木
が
そ
の
ま
ま

埋
没
し
、
化
石
と
な
っ
た
も
の
が

発
見
さ
れ
ま
し
た
。
こ
う
し
た
こ

と
か
ら
し
ま
す
と
、
砂
岩
・
礫
岩

を
主
体
と
す
る
地
層
は
水
深
数
十

メ
ー
ト
ル
の
海
底
か
ら
河
口
付
近

の
波
打
ち
際
付
近
、
『
部
陸
土
に

か
け
て
た
ま
っ
た
こ
と
に
な
り
ま

す
。
前
回
お
話
し
し
ま
し
た
よ
う

に
、
こ
れ
ら
の
地
層
よ
り
時
代
的

に
古
い
泥
岩
層
が
水
深
数
百
メ
ー

ト
ル
に
た
ま
っ
た
訳
で
す
か
ら
、

時
代
と
と
も
に
松
之
山
町
全
体
が

次
第
に
隆
起
し
浅
い
海
、
つ
い
に

r騨見

畷
　～　

　
癒

餐

は
陸
域
に
な
っ
て
い
っ
た
こ
と
が

判
り
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
、
二
度
に
わ
た
っ
て

松
之
山
町
の
地
層
と
化
石
に
つ
い

て
お
話
し
し
ま
し
た
。
こ
う
し
た

大
地
の
生
い
立
ち
が
違
っ
た
道
筋

を
た
ど
っ
て
い
れ
ば
、
松
之
山
町

の
地
形
、
ひ
い
て
は
人
々
の
歴
史

や
生
活
が
現
在
た
も
の
と
は
異
な

っ
て
い
た
か
も
し
れ
ず
、
私
た
ち

の
生
活
と
は
無
関
係
の
よ
う
に
思

わ
れ
る
大
地
の
歴
史
が
、
実
は
私

た
ち
が
気
付
か
な
い
所
で
大
き
な

影
響
を
与
え
て
い
る
の
で
す
。

　
　
　
　
（
文
責
・
天
野
和
孝
）

、
敷
ザ
，

　
　
》
。
、

　
聖
陸

メ
［

砂岩層から出た貝化石（スケール5cm）

（上段）左エゾタマキガイ右カズウネホタテガイ

（下段）左トウキョウホタテガイ右チタニビノスガイ

水道の
メーター検針を始めます

　
冬
期
間
、
雪
の
た
め
水
道
の
メ

ー
タ
ー
検
針
を
休
ん
で
い
ま
し
た

が
、
五
月
中
旬
よ
り
再
開
し
ま
す

の
で
、
メ
ー
タ
ー
の
位
置
が
ハ
ッ

キ
リ
分
か
る
よ
う
整
理
を
お
願
い

し
ま
す
。

　
メ
i
夕
i
器
の
上
に
物
が
置
い

て
あ
っ
た
り
、
土
で
埋
ま
っ
た
り

し
て
い
る
と
確
認
が
出
来
ま
せ
ん

し
、
メ
ー
タ
ー
器
の
中
が
水
で
い

っ
ぱ
い
に
な
っ
て
い
る
事
も
あ
り

ま
す
。

　
な
お
、
水
道
料
金
に
つ
い
て
は
、

冬
期
間
メ
ー
タ
ー
検
針
が
出
来
ま

　
　
　
　
　
　
さ
ん
て
い

せ
ん
で
し
た
の
で
暫
定
で
徴
収
し

て
お
り
ま
し
た
が
、
今
度
の
検
針

で
超
過
分
が
出
た
り
、
取
り
過
ぎ

た
場
合
は
、
六
月
分
で
調
整
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、
ご
了
承

く
だ
さ
い
。

　
水
道
の
新
設
・
撤
去
・
配
管
変

更
等
の
ご
相
談
は
、
役
場
住
民
課

保
健
衛
生
係
の
方
へ
お
願
い
し
ま

す
。
電
話
六
ー
三
ご
二
一
番

プ

守ろう！

人のいのちと尊さを

日本赤十字社

　町民の皆様には日頃から日赤事業につきま

して、多大なご理解とご協力をいただきまし

て誠にありがとうございます。

　赤十字は、毎年社員の皆様からいただく社

費と寄付金だけでまかなわれており、国や地

方公共団体からの補助金はいただけません。

　ただし、国や地方公共団体とともに推進す

る血液・医療事業等は援助をいただいていま
す。

　多くの方々から「社員」となっていだだく

ことが、赤十字活動の発展につながります。

　是非社員としてご協力ください。

　新潟県の特色ある事業として、“黄色い安全

帽交付事業”があります。新入学児童を交通

事故から守るため、今年度3万2千個を交付
します。
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松
之
山
の

地
質
と
化
石

　
松
之
山
の
地
質
が
松
之
山
温
泉

付
近
の
凝
灰
岩
を
中
心
に
し
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ
　
ダ

泥
岩
、
シ
ル
ト
岩
、
砂
岩
や
礫
岩

　
（
砂
利
か
ら
な
る
石
）
が
こ
の
順

番
で
、
ド
ー
ナ
ツ
状
に
そ
れ
ぞ
れ

の
外
側
を
取
り
囲
む
よ
う
な
構
造

を
し
て
い
る
こ
と
は
前
回
お
話
し

し
た
と
お
り
で
す
。

　
今
回
は
、
こ
の
う
ち
の
一
番
外

側
の
砂
岩
や
礫
岩
を
主
体
と
す
る

地
層
に
つ
い
て
お
話
し
し
ま
す
。

　
砂
岩
・
礫
岩
と

　
　
　
町
の
境
界
線

　
松
之
山
町
は
北
東
ー
南
西
方
向

に
長
い
卵
の
よ
う
な
形
を
し
て
い

ま
す
。
で
は
、
ど
う
し
て
こ
の
よ

う
な
形
を
し
て
い
る
の
で
し
ょ
う

か
。
町
の
境
界
線
は
も
ち
ろ
ん
人

為
的
に
決
め
ら
れ
た
も
の
で
す
が
、

決
め
る
時
の
基
準
の
よ
う
な
も
の

が
あ
る
は
ず
で
す
。
市
町
村
の
境

界
線
は
た
い
て
い
河
川
や
山
の
尾

根
に
引
か
れ
る
こ
と
が
多
く
、
松

之
山
の
場
合
に
は
河
川
に
沿
っ
て

2
35

引
か
れ
て
い
る
北
側
の
境
界
の
一

部
を
除
い
て
尾
根
に
引
か
れ
て
い

ま
す
。
つ
ま
り
、
松
之
山
の
南
、

東
、
西
の
境
界
付
近
に
高
い
山
が

あ
る
た
め
に
、
現
在
の
よ
う
な
町

の
形
に
な
っ
た
と
い
う
訳
で
す
。

で
は
ど
う
し
て
松
之
山
の
南
、
束
、

西
の
境
界
付
近
に
高
い
山
が
あ
る

の
で
し
ょ
う
か
。
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図
に
示
し
ま
し
た
よ
う
に
、
町

の
南
、
東
、
西
の
境
界
付
近
に
は

砂
岩
や
礫
岩
を
主
体
と
す
る
魚
沼

層
群
と
そ
の
相
当
層
で
あ
る
奈
良

立
層
が
分
布
し
て
い
ま
す
。
こ
う

し
た
砂
岩
や
礫
岩
は
松
之
山
の
集

落
分
布
地
域
の
大
半
を
つ
く
る
泥

質
岩
に
比
べ
硬
く
、
侵
食
さ
れ
に

く
い
た
め
、
急
峻
な
地
形
を
生
み

だ
し
や
す
い
性
質
を
持
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
長
野
県
と
の
県
境
付

近
を
中
心
に
、
こ
れ
ら
の
砂
岩
や

礫
岩
が
た
ま
っ
た
時
代
以
前
か
ら

大
地
を
隆
起
さ
せ
る
よ
う
な
運
動

が
お
こ
っ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
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岩
石
の
性
質
や
隆
起
運
動
に
よ
っ

て
松
之
山
の
境
界
の
山
々
が
つ
く

ら
れ
た
と
い
え
ま
す
。
で
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松
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山
町
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境
界
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山
々
を
つ
く
る

砂
岩
や
礫
岩
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い
つ
、
ど
の
よ
う
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場
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た
ま
っ
た
の
で
し
ょ
う

か
。
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・
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堆
積
し
た

　
　
時
代
と
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所
、

　
こ
れ
ま
で
お
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し
し
て
き
た
砂

岩
や
礫
岩
は
、
今
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約
三
百
万

年
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も
の
昔
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ま
っ
た
こ
と
が

町
史
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調
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よ
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に
な
り
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し
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。
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、
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ホ
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テ
は
砂
岩
よ
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れ
た
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が
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カ
ズ
ウ
ネ
ホ
タ
テ

ガ
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の
頃
生
存
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、
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滅
ん
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し
ま
っ
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貝
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の

で
す
。

　
で
は
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砂
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岩

を
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と
す
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地
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は
ど
の
よ
う
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で
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砂
岩
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エ
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マ
キ
ガ

イ
の
よ
う
な
浅
い
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に
住
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で
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よ
う
な
貝
化
、
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が
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て
き
ま
す

し
、
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な
ど
に
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る
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中
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と
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河
口
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の
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打
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に
す
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化
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が
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。
ま
た
、
亜
炭
層
が
頻

繁
に
挾
ま
れ
、
立
木
が
そ
の
ま
ま

埋
没
し
、
化
石
と
な
っ
た
も
の
が

発
見
さ
れ
ま
し
た
。
こ
う
し
た
こ

と
か
ら
し
ま
す
と
、
砂
岩
・
礫
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を
主
体
と
す
る
地
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は
水
深
数
十

メ
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ル
の
海
底
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ら
河
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付
近

の
波
打
ち
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付
近
、
『
部
陸
土
に

か
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て
た
ま
っ
た
こ
と
に
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り
ま

す
。
前
回
お
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し
し
ま
し
た
よ
う

に
、
こ
れ
ら
の
地
層
よ
り
時
代
的

に
古
い
泥
岩
層
が
水
深
数
百
メ
ー

ト
ル
に
た
ま
っ
た
訳
で
す
か
ら
、

時
代
と
と
も
に
松
之
山
町
全
体
が

次
第
に
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起
し
浅
い
海
、
つ
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に
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は
陸
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に
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っ
て
い
っ
た
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と
が

判
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す
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こ
れ
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で
、
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に
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っ
て

松
之
山
町
の
地
層
と
化
石
に
つ
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て
お
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し
し
ま
し
た
。
こ
う
し
た

大
地
の
生
い
立
ち
が
違
っ
た
道
筋

を
た
ど
っ
て
い
れ
ば
、
松
之
山
町

の
地
形
、
ひ
い
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は
人
々
の
歴
史

や
生
活
が
現
在
た
も
の
と
は
異
な

っ
て
い
た
か
も
し
れ
ず
、
私
た
ち

の
生
活
と
は
無
関
係
の
よ
う
に
思

わ
れ
る
大
地
の
歴
史
が
、
実
は
私

た
ち
が
気
付
か
な
い
所
で
大
き
な

影
響
を
与
え
て
い
る
の
で
す
。
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水道の
メーター検針を始めます

　
冬
期
間
、
雪
の
た
め
水
道
の
メ

ー
タ
ー
検
針
を
休
ん
で
い
ま
し
た

が
、
五
月
中
旬
よ
り
再
開
し
ま
す

の
で
、
メ
ー
タ
ー
の
位
置
が
ハ
ッ

キ
リ
分
か
る
よ
う
整
理
を
お
願
い

し
ま
す
。

　
メ
i
夕
i
器
の
上
に
物
が
置
い

て
あ
っ
た
り
、
土
で
埋
ま
っ
た
り

し
て
い
る
と
確
認
が
出
来
ま
せ
ん

し
、
メ
ー
タ
ー
器
の
中
が
水
で
い

っ
ぱ
い
に
な
っ
て
い
る
事
も
あ
り

ま
す
。

　
な
お
、
水
道
料
金
に
つ
い
て
は
、

冬
期
間
メ
ー
タ
ー
検
針
が
出
来
ま

　
　
　
　
　
　
さ
ん
て
い

せ
ん
で
し
た
の
で
暫
定
で
徴
収
し

て
お
り
ま
し
た
が
、
今
度
の
検
針

で
超
過
分
が
出
た
り
、
取
り
過
ぎ

た
場
合
は
、
六
月
分
で
調
整
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、
ご
了
承

く
だ
さ
い
。

　
水
道
の
新
設
・
撤
去
・
配
管
変

更
等
の
ご
相
談
は
、
役
場
住
民
課

保
健
衛
生
係
の
方
へ
お
願
い
し
ま

す
。
電
話
六
ー
三
ご
二
一
番

プ

守ろう！

人のいのちと尊さを

日本赤十字社

　町民の皆様には日頃から日赤事業につきま

して、多大なご理解とご協力をいただきまし

て誠にありがとうございます。

　赤十字は、毎年社員の皆様からいただく社

費と寄付金だけでまかなわれており、国や地

方公共団体からの補助金はいただけません。

　ただし、国や地方公共団体とともに推進す

る血液・医療事業等は援助をいただいていま
す。

　多くの方々から「社員」となっていだだく

ことが、赤十字活動の発展につながります。

　是非社員としてご協力ください。

　新潟県の特色ある事業として、“黄色い安全

帽交付事業”があります。新入学児童を交通

事故から守るため、今年度3万2千個を交付
します。
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気をつけよう！　厩身
山火事・野焼き酋籍甕

　　　　　　　　　郷募｛諏
　
春
耕
を
前
に
、
…
ん
ぽ
の
囲
り

や
林
の
中
で
野
焼
き
を
さ
れ
る
方

も
多
い
と
思
い
ま
す
。

　
春
先
は
空
気
が
乾
燥
し
や
す
く
、

ま
た
、
特
に
口
中
は
火
が
見
え
な

い
事
か
ら
、
と
ん
で
も
な
い
所
ま

で
飛
び
火
す
る
事
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
春
、
県
内
各
地
で
毎
H
の

よ
う
に
山
火
事
が
発
生
し
て
、
大

き
な
被
虫
．
口
が
…
て
い
ま
す
。
山
火

事
は
と
か
く
水
の
な
い
．
杢
便
な
所

で
発
生
し
が
ち
で
す
。
そ
れ
だ
け

に
一
度
発
生
す
る
と
消
火
す
る
の

に
大
変
苦
労
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

　
次
の
点
に
十
分
注
意
し
て
、
火

ー
O
o
う
の
ー

事
を
絶
対
出
さ
な
い
よ
う
に
し
ま

し
ょ
，
つ
。

①
空
気
の
乾
燥
し
て
い
る
と
き
、

　
風
の
強
い
と
き
は
野
焼
き
を
し

　
な
い
。

②
水
の
確
保
を
き
ち
ん
と
し
て
か

　
ら
火
を
付
け
る
。

③
他
に
類
焼
す
る
心
配
が
な
い
か

　
注
意
す
る
。

④
一
人
で
は
行
わ
な
い
。

⑤
一
度
火
が
広
が
り
始
め
た
ら
、

　
一
人
で
消
そ
う
と
せ
ず
早
め
に

　
消
防
署
に
連
絡
し
、
出
動
を
要

　
請
す
る
。

⑥
少
し
広
く
燃
や
す
と
き
は
、
事

　
前
に
消
防
署
に
報
告
し
て
お
く
。

　
　
　
　
撹
．
禦
は

　
　
　
　
　
　
　
哩
薪
乙
で

　
　
　
　
　
　
灘

　
　
　
　
　
　
　
』
「
新
．
｝
う
、
拡

　
　
　
　
　
　
　
窮
謹

　
　
　
　
　
　
　
潔
ん
け

　
　
　
　
　
　
　
圃
識
諺

　
　
　
　
　
　
懸
幾
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こ
の
た
び
、
消
防
法
の
一
部
が

改
正
さ
れ
、
個
人
の
住
宅
で
保
有

で
き
る
危
険
物
（
ガ
ソ
リ
ン
・
灯

油
・
軽
油
等
）
に
つ
い
て
、
量
に

よ
っ
て
あ
ら
か
じ
め
そ
の
旨
を
消

防
署
長
に
届
出
が
必
．
要
と
な
り
ま

す
。
こ
の
改
正
は
、
五
月
二
卜
三

日
か
ら
施
行
に
な
り
ま
す
。

　
こ
砂
改
正
は
、
高
齢
化
社
会
に

向
け
て
個
人
の
住
居
の
火
災
予
防

を
推
進
す
る
た
め
、
指
｛
疋
数
量
の

危
険
物
等
の
貯
蔵
及
び

取
扱
い
の
届
出
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
』
、

参
考

一
、
分
の
一
以
L
　
指
定
数
量
未
満

の
危
険
物
を
貯
蔵
取
扱
い
す
る
と

き
適
用
さ
れ
ま
す
。

　
た
と
え
ば
、
ガ
ソ
リ
ン
の
場
合

指
｛
疋
数
量
は
二
〇
〇
2
で
す
が
、

今
度
二
分
の
一
、
つ
ま
り
一
〇
〇

2
以
上
貯
蔵
す
る
場
合
は
消
防
署

長
に
届
出
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　
不
明
な
点
は
、
消
防
署
（
分
遣

所
）
の
方
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
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名
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数
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指
定
数
量
の
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分
の
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指
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量
の
五
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〇
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〇
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油
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．
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〇
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．
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〇
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．
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〇
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け
取
近
、
『
新
聞
。
｝
、
7
レ
ビ
雛
寸
で

時
々
耳
に
す
る
カ
ン
ト
リ
ー
エ

レ
ベ
ー
タ
ー
で
す
が
、
そ
の
必

要
性
や
利
占
…
な
ど
が
良
く
わ
が

り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
農
家
は
米

を
政
府
に
売
れ
ば
、
曲
．
辰
家
と
し

て
は
そ
の
保
管
な
ど
関
係
が
無

く
な
る
と
思
い
ま
す
し
、
少
量

の
保
有
米
な
ど
そ
ん
な
に
金
を

レ
ベ
ー
タ
ー
と
は

か
け
な
く
と
も
自
分
で
保
存
で

き
ま
す
。

　
聞
く
所
に
よ
り
ま
す
と
、
せ

っ
か
く
カ
ン
ト
リ
ー
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
を
設
備
し
て
も
、
利
用
度

が
五
〇
％
台
の
所
も
あ
る
と
か

言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
内

容
に
つ
い
て
質
問
し
ま
．
す
。

　
　
　
　
　
　
　
（
小
百
姓
）

お
答
え
し
ま
す
n
カ
ン
ト
リ
ー
エ

レ
ベ
ー
タ
ー
は
ラ
イ
ス
セ
ン
タ
ー

と
同
じ
穀
物
（
米
）
の
共
同
乾
燥

施
設
の
一
種
で
、
ラ
イ
ス
セ
ン
タ

ー
に
倉
庫
の
機
能
を
持
た
せ
た
も

の
で
、
ラ
イ
ス
セ
ン
タ
ー
よ
り
も

大
規
模
な
施
設
で
大
型
の
サ
イ
ロ

　
し
み

に
籾
の
ま
ま
バ
ラ
貯
蔵
し
ま
す
。

（
郡
内
で
は
浦
川
原
村
に
一
、
○

○
O
t
規
模
の
も
の
が
あ
り
ま
す
）

　
普
通
は
二
、
○
○
O
t
の
籾
（
三

〇
〇
ヘ
ク
タ
ー
ル
程
度
）
を
処
理

で
き
る
の
が
標
準
で
す
。

　
カ
ン
ト
リ
ー
（
田
園
・
農
村
と

い
う
意
味
）
に
あ
り
、
大
型
の
サ

イ
ロ
に
籾
を
投
入
す
る
た
め
に
バ

ケ
ッ
ト
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
（
昇
降
機
）

が
付
設
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

カ
ン
ト
リ
ー
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
（
通

称
C
・
E
）
と
い
わ
れ
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

　
籾
の
乾
燥
は
一
次
（
水
分
一
七

％
ま
で
）
と
二
次
（
仕
上
げ
水
分

ま
で
）
に
分
け
て
行
い
二
次
乾
燥

は
、
大
部
分
の
籾
の
入
荷
が
終
了

し
て
か
ら
行
い
ま
す
。

　
処
理
能
力
を
高
め
る
た
め
に
、

荷
口
別
に
搬
入
さ
れ
る
籾
は
、
重
．

量
・
水
分
・
歩
留
ま
り
な
ど
が
計

測
さ
れ
た
の
ち
に
、
乾
燥
か
ら
出

荷
ま
で
集
団
処
理
さ
れ
ま
す
。

　
C
・
E
か
ら
出
荷
さ
れ
る
米
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
よ

出
荷
時
に
籾
す
り
を
行
う
た
め
今

榊
米
で
品
質
食
味
が
良
好
の
た
め
、

消
費
者
か
ら
喜
ば
れ
て
い
ま
す
。

保
有
米
も
そ
の
都
度
籾
す
り
．
精

米
し
て
生
産
者
に
配
る
よ
う
に
な

っ
て
い
ま
す
。

　
他
の
メ
リ
ッ
ト
と
し
て
は
、
品

質
の
均
一
化
に
よ
る
米
流
通
の
安

定
確
保
、
秋
作
業
の
軽
減
と
生
産

コ
ス
ト
の
低
減
、
、
機
械
の
共
同
利

用
体
系
の
確
立
に
つ
な
が
り
稲
作

の
シ
ス
テ
ム
化
を
推
進
し
ま
す
。

　
し
か
し
、
一
基
約
六
億
円
の
建

設
経
費
が
か
か
る
た
め
、
利
用
体

制
を
基
本
と
し
た
条
件
整
備
が
必

要
で
す
。

●

浦川原村のカントリーエレベーター
（1，000t規模）標準の半分程度の大きさです

　
建
設
す
れ
ば
よ
い
の
で
な
く
、

地
域
農
業
の
な
か
で
シ
ス
テ
ム
化

を
図
り
、
生
産
組
織
（
利
用
組
織
）

体
制
の
整
備
を
進
め
、
利
用
率
を

高
め
な
け
れ
ば
効
率
的
に
運
営
さ

れ
ず
、
目
的
が
達
成
さ
れ
ま
せ
ん
。

　
新
潟
県
に
は
現
在
二
十
二
施
設

が
稼
働
し
て
お
り
、
こ
れ
か
ら
も

毎
年
二
～
三
基
程
度
建
設
さ
れ
る

予
定
で
す
．
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町
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。
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’
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。
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囲
り

や
林
の
中
で
野
焼
き
を
さ
れ
る
方

も
多
い
と
思
い
ま
す
。
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．
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。
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。
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①
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付
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。

③
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④
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。

⑤
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。
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リ
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、
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よ
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の
旨
を
消
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署
長
に
届
出
が
必
．
要
と
な
り
ま

す
。
こ
の
改
正
は
、
五
月
二
卜
三

日
か
ら
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行
に
な
り
ま
す
。

　
こ
砂
改
正
は
、
高
齢
化
社
会
に
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人
の
住
居
の
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の
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が
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で
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の
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が
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了
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ま
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。

　
処
理
能
力
を
高
め
る
た
め
に
、
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に
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入
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・
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・
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に
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作

の
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を
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ま
す
。

　
し
か
し
、
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六
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円
の
建

設
経
費
が
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か
る
た
め
、
利
用
体

制
を
基
本
と
し
た
条
件
整
備
が
必

要
で
す
。
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（1，000t規模）標準の半分程度の大きさです
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で
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、
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）
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の
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を
進
め
、
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を
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め
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ば
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率
的
に
運
営
さ

れ
ず
、
目
的
が
達
成
さ
れ
ま
せ
ん
。

　
新
潟
県
に
は
現
在
二
十
二
施
設

が
稼
働
し
て
お
り
、
こ
れ
か
ら
も

毎
年
二
～
三
基
程
度
建
設
さ
れ
る

予
定
で
す
．

　
松
之
山
町
で
は
、
ラ
イ
ス
セ
ン

タ
ー
建
設
の
構
想
が
あ
り
ま
す
が
、

す
べ
て
の
施
設
に
共
通
す
る
の
は
、

利
用
す
る
体
制
づ
く
り
が
基
本
で

あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
あ
り
ま

せ
ん
。

　
そ
の
た
め
に
十
分
話
し
，
合
い
、

検
討
を
す
す
め
て
い
た
だ
き
た
い

’
も
の
で
す
。

　
　
（
東
頸
城
農
業
改
良
普
及
所
）響　）　　　・

　　の　　　o
　　　　o
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小野塚和生君．福原賢君優勝
　県春季高校スキー大会が、4月18日から25日にかけて北

魚沼郡湯之谷村o）奥只見丸山スキー場・銀山平コースで行

われ、アルペン部門では、松之山分校3年生の小野塚和生

君（中坪・親家）が、回転・大回転の両方で優勝し、大会
史 L初の二冠を飾りました。

　また、銀山平コースを使って行われた距離競技男子10キ

ロフリーでは、同じく3年生の福原賢君（小谷・上干場）

が、松代高校牧田君らを振り切り、見事優勝しました。

　2人共、本当におめでとうございました。

おめでた（瞳墜）
ノけし

健ちゃん
ほるか

陽香ちゃん
ノ　　リ　か

恵利香ちゃん
はる　ノド

晴菜ちゃん
へお　や

直也ちゃん

妻嶋勇市さんの長男（湯之島）

樋口恵一さんの長女（兎　口）

中島健男さんの二女（水　梨）

涌井信栄さんの二女（松之山）

小野塚茂さんの二男（東　川）

お《薙》み（露亡）

高橋伸一さん
樋ロ　ナオさん

小野塚武雄さん

大見徳次郎さん

早川　オキさん

48歳（天水島）忠助

80歳（兎　口）田村屋

81歳（下蝦池）新宅

82歳（下蝦池）上

87歳（豊　田）助院

※4月1日から28日までの届出分です。

（生年月日）

2・3・31
2・4・3
2・4・14

2・4・15
2・4・15

（死亡年月日）

2・4・5

2・4・8

2・4・11
2・4・15
2・4・21

a
と
b
が
見
合
い
で
、
生
き
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
白

で
す
が
、
捨
て
石
の
筋
で
殺
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

黒
1
と
二
子
に
し
て
捨
て
る
の
が
ま
ず
第
一
歩
で
す
。

正
解
者
若
井
千
代
松
さ
ん
（
小
　
谷

　
　
　
村
山
　
　
伸
さ
ん
（
湯
　
本

　
　
　
久
保
田
光
栄
さ
ん
（
天
水
島

　
　
　
南
雲
　
晴
夫
さ
ん
（
西
之
前

　　　●●●●●
・？擁諮●

⑤⑥OOO⑦●

4
月
号
の
答
え

●
●

黒先生き　（1手だけ）

セキは生きです。

詰碁の解答を募集して

います。

5月25日までにハガキ

などで広報担当まで。

正解者には粗品を進呈。

脚
有
段
を
め
蟹
し
て

農地を貸し借りした人に

奨励金を交付します

▽
基
本
要
件
は

　
長
ア
ー
ル
以
L
の
農
川
地
（
田

畑
）
を
小
作
契
約
さ
れ
た
地
主
と

小
作
者
の
双
方
に
交
付
し
ま
す
。

▽
交
付
に
な
ら
な
い
契
約
は

①
離
農
給
付
金
の
交
付
を
受
け
る

た
め
の
契
約
。

②
同
一
世
帯
内
で
の
契
約
。

③
転
作
を
H
的
と
し
た
契
約
。

④
契
約
期
間
が
．
奪
未
満
の
場
合
。

⑤
そ
の
他
。

▽
手
続
き
は

　
農
業
委
員
会
の
窓
日
等
で
小
作

契
約
の
手
続
き
と
同
時
に
申
請
し

て
い
た
だ
き
ま
す
。
　
（
一
部
の
方

に
は
改
め
て
申
請
を
お
願
い
す
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。
）

▽
奨
励
金
の
返
還
は

①
不
正
手
段
等
に
よ
る
受
給
。

②
契
約
期
間
満
了
前
の
解
約
（
契

約
者
双
方
の
意
志
に
よ
ら
な
い
場

合
を
除
く
）

10アール当り奨励金額
　　　　　　　区　分
期　間

地　　主 小作者

3年～6年未満 500円 1，500円

6年～10年未満 1，500円 2，500円

10年以上 2，000円 4，000円

▽
奨
励
金
の
額
は

　
契
約
期
間
ご
と
に
別
表
の
金
額

を
一
回
交
付
し
ま
す
。

　
農
業
委
員
会
で
は
、
農
用
地
の
荒
廃
防
止
と
そ
の
有
効

利
用
を
図
る
た
め
、
小
作
契
約
を
結
ん
だ
方
に
奨
励
金
を

交
付
す
る
こ
と
に
な
り
ま
じ
た
。

　
こ
の
制
度
は
県
内
で
も
実
例
が
少
な
く
、
農
業
委
員
会

で
は
こ
の
事
業
に
よ
り
農
地
の
保
全
等
に
役
立
た
せ
た
い

と
期
待
し
て
い
ま
す
。

訂
正
・
お
詫
び

　
　
　
前
月
号
俳
句
欄
で
佐
藤
多
美
女
さ
ん
の
屋
号
が
誤
っ
て
い
ま
し
た

　
　
［
林
一
さ
ん
が
正
し
い
の
で
訂
正
し
、
お
詫
び
し
ま
す
、

今
日
も
ま
た
朝
な
ゆ
ふ
な
に
眺
め
ゐ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ダ
ヤ
ろ
ひ
め

　
　
　
　
　
　
　
　
　
程
よ
き
距
離
の
刈
羽
黒
姫
山

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
　
谷
　
鈴
木
俊
一
（
栄
屋
）

　
　
俳
句

野
遊
に
く
っ
た
く
な
き
顔
揃
い
け
り

晴
と
、
一
．
一
・
ふ
こ
と
に
こ
完
わ
る
野
遊
び
に

む
し
り
来
し
も
の
を
撮
み
や
野
遊
び
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
橋
　
詰
　
村
山
　
聖
水
（
新
屋

野
遊
や
か
く
も
美
し
き
に
ぎ
り
飯

野
遊
の
暮
れ
て
揃
わ
ぬ
家
族
か
な

野
遊
や
草
に
の
り
来
し
露
の
玉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
藤
内
名
　
村
山
　
休
石
（
隣
）

他
人
の
地
我
地
た
は
む
れ
野
に
遊
び

あ
き
る
事
知
ら
づ
に
野
遊
び
つ
づ
け
お
り

野
遊
の
果
て
な
き
夢
の
あ
る
ご
と
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
観
音
寺
　
滝
沢
　
流
石
（
丸
久

咲
き
揃
ふ
花
に
花
花
花
に
花

　
　
　
　
　
　
　
　
　
う
つ
む
き
が
ち
の
水
仙
ロ
ー
ド

園
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
短
歌
．
俳
句
ば
か
り
で
な
く
川

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
柳
・
生
活
詩
等
も
掲
載
し
た
い
と

　
　
　
　
短
歌

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
思
い
ま
す
の
で
、
多
く
の
方
の
ご

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
寄
稿
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　
ぶ
な
山
は
萌
黄
色
な
り
ふ
る
さ
と
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
芽
吹
の
春
の
巡
り
て
来
る

⑤

i
O
詰
ー
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小野塚和生君．福原賢君優勝
　県春季高校スキー大会が、4月18日から25日にかけて北

魚沼郡湯之谷村o）奥只見丸山スキー場・銀山平コースで行

われ、アルペン部門では、松之山分校3年生の小野塚和生

君（中坪・親家）が、回転・大回転の両方で優勝し、大会
史 L初の二冠を飾りました。

　また、銀山平コースを使って行われた距離競技男子10キ

ロフリーでは、同じく3年生の福原賢君（小谷・上干場）

が、松代高校牧田君らを振り切り、見事優勝しました。

　2人共、本当におめでとうございました。

おめでた（瞳墜）
ノけし

健ちゃん
ほるか

陽香ちゃん
ノ　　リ　か

恵利香ちゃん
はる　ノド

晴菜ちゃん
へお　や

直也ちゃん

妻嶋勇市さんの長男（湯之島）

樋口恵一さんの長女（兎　口）

中島健男さんの二女（水　梨）

涌井信栄さんの二女（松之山）

小野塚茂さんの二男（東　川）

お《薙》み（露亡）

高橋伸一さん
樋ロ　ナオさん

小野塚武雄さん

大見徳次郎さん

早川　オキさん

48歳（天水島）忠助

80歳（兎　口）田村屋

81歳（下蝦池）新宅

82歳（下蝦池）上

87歳（豊　田）助院

※4月1日から28日までの届出分です。

（生年月日）

2・3・31
2・4・3
2・4・14

2・4・15
2・4・15

（死亡年月日）

2・4・5

2・4・8

2・4・11
2・4・15
2・4・21

a
と
b
が
見
合
い
で
、
生
き
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
白

で
す
が
、
捨
て
石
の
筋
で
殺
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

黒
1
と
二
子
に
し
て
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て
る
の
が
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ず
第
一
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で
す
。
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（
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之
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4
月
号
の
答
え

●
●

黒先生き　（1手だけ）

セキは生きです。

詰碁の解答を募集して

います。

5月25日までにハガキ

などで広報担当まで。

正解者には粗品を進呈。

脚
有
段
を
め
蟹
し
て

農地を貸し借りした人に

奨励金を交付します

▽
基
本
要
件
は

　
長
ア
ー
ル
以
L
の
農
川
地
（
田

畑
）
を
小
作
契
約
さ
れ
た
地
主
と

小
作
者
の
双
方
に
交
付
し
ま
す
。

▽
交
付
に
な
ら
な
い
契
約
は

①
離
農
給
付
金
の
交
付
を
受
け
る

た
め
の
契
約
。

②
同
一
世
帯
内
で
の
契
約
。

③
転
作
を
H
的
と
し
た
契
約
。

④
契
約
期
間
が
．
奪
未
満
の
場
合
。

⑤
そ
の
他
。

▽
手
続
き
は

　
農
業
委
員
会
の
窓
日
等
で
小
作

契
約
の
手
続
き
と
同
時
に
申
請
し

て
い
た
だ
き
ま
す
。
　
（
一
部
の
方

に
は
改
め
て
申
請
を
お
願
い
す
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。
）

▽
奨
励
金
の
返
還
は

①
不
正
手
段
等
に
よ
る
受
給
。

②
契
約
期
間
満
了
前
の
解
約
（
契

約
者
双
方
の
意
志
に
よ
ら
な
い
場

合
を
除
く
）

10アール当り奨励金額
　　　　　　　区　分
期　間

地　　主 小作者

3年～6年未満 500円 1，500円

6年～10年未満 1，500円 2，500円

10年以上 2，000円 4，000円

▽
奨
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金
の
額
は

　
契
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期
間
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と
に
別
表
の
金
額

を
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回
交
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す
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の
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作
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隊讐ず
蕊1
　　　さくらの花が咲いたの

繍庵ゆ
欝働～9》

わたなべめぐみさん

おかあさんとわたし

むらやまなおみさん

｛
ζヌ

あいざわようへいくん
7霧　　　『

懲β窃

鋤

二カ

鞭

はやかわまゆみさん

外、ll、＼

うさぎさんとチューリッツ

▼
4
月
の
で
き
ご
と

654212

H
15
口

181716
11H　H

2519
H　l1

27
日

新
任
教
職
員
辞
令
交
付
式

各
小
学
校
で
人
幽
．
r
式

各
中
学
校
で
人
学
式

道
路
愛
護
会
・
L
地
改
良

町
社
会
福
祉
協
議
会
理
事

会第
四
回
松
之
山
温
泉
ク
ロ

ス
カ
ン
ト
リ
；
ス
キ
ー
人

会
（
人
厳
与
）

農
業
共
済
連
絡
員
会
議

部
落
総
代
会

町
連
合
婦
人
会
代
議
員
会

心
身
障
害
者
編
祉
会
役
員

会出
稼
ぎ
者
リ
ー
ダ
ー
会

農
業
委
員
会
総
会

観
光
協
会
役
員
会

出
稼
ぎ
共
助
会

献
血
（
役
場
）

▼
5
月
の
予
定

201～）632
1ll 』口日11

312726
口　 H　 l』1

消
防
分
団
長
会
議

成
人
式

ク
リ
ー
ン
大
作
戦

松
之
山
温
泉
ま
つ
り

ジ
ン
ギ
ス
カ
ン
大
会
（
大

厳
寺
高
原
）

野
鳥
集
会
（
湯
本
福
住
館
）

第
34
回
探
鳥
会
（
美
人
林
）

不
用
犬
・
猫
引
き
取
り
日

　
　
　
　
　
編
集
後
記

　
κ
月
の
ガ
ー
ル
プ
ン
ウ
ィ
ー
ク
、

も
終
わ
り
、
農
家
に
と
っ
て
は
忙
が

し
い
貯
期
が
や
っ
て
来
去
し
た
。
し

・
か
し
、
時
折
ひ
じ
L
う
に
寒
い
H
が

あ
μ
た
り
し
て
、
へ
－
年
・
も
友
候
に
は

悩
よ
さ
ね
そ
う
で
」
ね
。

　
κ
月
．
．
．
H
に
は
、
松
之
山
町
の
成

人
式
が
休
養
村
e
ン
タ
ー
と
観
降
寺

の
お
ぴ
て
勧
わ
れ
長
し
た
。
み
ん
な

高
校
－
生
竿
裳
し
て
．
．
年
し
か
た
っ
て

い
な
い
の
に
、
ヂ
っ
か
り
大
人
び
て

見
問
違
が
え
る
ほ
ど
．
て
す
。

　
今
、
彼
ら
に
と
っ
て
松
之
山
は
ど

ん
な
風
に
見
え
て
い
る
の
で
し
L
う

か
、
興
昧
の
あ
る
所
で
ょ
。

　
農
作
嚢
〃
ン
バ
リ
長
し
仁
う
．

一
κ
月
．
H
の
人
H

一
総
人
口
／
f
．
、
八
八
O
（
　
　
四
）

　
　
男
／
．
、
八
九
．
ズ
▲
　
一
）

一
　
　
ー

一
冬
、
訣
八
（
五
）

皿
世
帯
数
／
一
　
n
八
ヒ
（
　
　
八
）

（
　
）
内
は
四
月
．
日
と
の
比
較

▲
は
減

広
報
ま
つ
の
や
ま
五
月
号

平
成
．
．
年
κ
月
卜
日
発
行

発
行
／
、
新
潟
県
松
之
山
町

　
　
　
費
』
ハ
ー
』
一
一
、
、
一
一

編
集
／
議
会
事
務
局

五
月
の
土
曜
閉
庁
　
十
二
日
・
二
十
六
日

＊
出
生
・
死
亡
・
婚
姻
の
届
は
出
来
ま
す

広報

1ggo6月号（Nd72）

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
の

5
月
3
日

松
之
山
町
成
人
式
が

盛
大
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
の
時
代
は

心
の
豊
さ
が
大
切
と

観
音
寺
の
お
寺
で
　
　
．

座
禅
の
修
業
も
行
わ
れ
、

成
人
者
は
び
っ
く
り
。


